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震災から１年、放射線量マップ … ２～３
皆さんの声をお聞かせください … ４～５　
オリジナルナンバーほか ………… ６
臨時窓口開設、外来診療医療費 … ７

主な内容

自分たちが作ったお面でかわいい子鬼に変身（２月３日、笠懸第２保育園の豆まき）
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煙住宅などへの被害件数…290件
煙公共施設への被害…54カ所

市内の被害状況　昨年３月11日に起きた未曽有の大災害。
　地震による大津波は、東北地方太平洋沿岸のまちに
甚大な被害をもたらしました。
　市内でも建物などに多くの被害を受け、あらためて
災害の恐ろしさとともに、普段からの備えの必要性を
再認識させられました。
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　昨年の６月、宮城県女川町へ９日間、災害
派遣職員として支援活動を行ってきました。 
　女川町の職員も自らが被災し、家族を失っ
ている状況の中、復興に向けて一生懸命に取
り組んでいる姿を見て、少しでも役に立てれ
ばという思いでいっぱいでした。地元の中学
校に設置された仮設の役場から外へ出ると、
倒壊した建物やがれきの山ばかりで、驚きと
ともに災害の恐ろしさを痛感しました。
　震災以後みどり市では、災害への備えにつ
いて再確認していますが、市民の皆さんも家
庭や地域において、いざというときの備えの
確認をお願いします。日頃の備えが命を守る
ことにつながります。

みどり市役所
総務課防災交通係 

主査  石 坂  克 広（41歳） 

日頃の備えが命を守る

宮城県女川町（６月17日撮影）

煙義援金…14,584,492円（２月23日現在）
※３月30日㈮まで募集しています。
煙寄付金…6,590,347円（２月20日現在）

市民の皆さんからの義援金・寄付金

Interview
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放射線量測定値
（マイクロシーベルト/毎時）

0.1未満

0.1以上～0.15未満

0.15以上～0.23未満

0.23以上～0.3未満

※区画の平均値としています。

測定場所
（地上1ｍ）最大値/最小値0.23

以上
0.23
未満

測定区
画数地区名

沢入（西地内）0.315最大値
148094東町

荻原（高橋地内）0.085最小値
桐原グラウンド0.109最大値

08989大間々町 
大間 ・々浅原地内0.044最小値
笠懸北保育園分園0.088最大値

09191笠懸町
西鹿田地内0.041最小値

※値の単位はマイクロシーベルト/毎時捌調査結果

測定器：ハンディー型シンチレーション式（Ａ2700）

東町地域

大間々町地域

笠懸町地域
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　開催日程
会　場時　間期　日

笠懸公民館
１階交流ホール

午後７時～８時30分

３月28日㈬

大間々庁舎
３階大会議室３月29日㈭

東公民館
３階ホール３月30日㈮

※申し込みは不要です。お住まいの地域に関わらず、都
合の良い日程、会場にお越しください。

　

「まちかど座談会」を開催しませんか
　地域の団体やグループなどの活動の場に市長が
伺い、まちづくりなどについて、直接参加者と対
話をします。少人数で気軽に、地域の出来事や課
題などを話し合いませんか。
開催方法　５～20人程度のグループ単位で申し
込みを受け（開催を希望する日の１カ月前ま
で）、申込者が指定する会場（市内の公民館、
集会所など）に市長が伺います。

※申込方法など詳しくは、お問い合わせください。
趣旨をご理解ください
毅意見は市政に活用するため、市民の意見として
記録し、必要に応じて公開します。

毅特定の個人や団体などの利益を誘導する場では
なく、あくまでも市政運営のための建設的な意
見を交換する場です。

問い合わせ先　秘書課広報広聴係緯（76）0957

市民モニター候補者に　　
お願いの通知を送付します

　市では、最大25人の市民モ
ニターの皆さんに、アンケート
や、市政への意見提出などの協
力をいただいています。
　３月下旬に、20歳以上の市
民の中から無作為で抽出された
人に、平成24年度のモニター
就任依頼の通知を送付します。
お手元に届いた際には、ご協力
をお願いします。
　モニターの意見は、アンケー
トの結果を市ホームページで公
開するほか、事業の企画・改善
に反映しています。
問い合わせ先　秘書課広報広聴
係緯（76）0957

手作りのタウンミーティング
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社会教育委員、公民館運営審議会委員を募集します
　市の社会教育行政全般に関して審議する社会教育委
員と、公民館事業の企画、施設運営を審議する公民館
運営審議会委員を募集します。
募集人数　各２人程度
応募資格　次の①～④の全てに該当する人
①市内在住の人
②平成24年４月１日現在、20歳以上の人
③市の他の審議会などの委員でない人
④年６回程度平日に開催する会議に出席できる人（公
民館運営審議会は夜間開催）
職務内容
煙社会教育委員　社会教育について教育委員会に助言
するために必要な調査研究、社会教育に関する諸計
画の立案、および教育委員会の諮問に応じること。
また、教育委員会議に出席して社会教育に関する意
見を述べること

煙公民館運営審議会委員　館長の諮問に応じ、公民館
での各種事業の企画実施について調査審議するこ
と。また、公民館の管理・運営と事業に関して独自
に立案建議すること

任期　委嘱の日～平成26年３月31日
報酬　市の条例に基づき支給
申込方法　所定の申込書と、応募の動機を記した作文
（様式自由、400～800字程度）を、持参・郵送・
ファクス、または電子メールにより提出してくださ
い。

※提出された書類は返却しません。
受付期間　３月15日㈭～４月16日㈪（必着）
申込書配布場所　社会教育課（教育庁舎）、笠懸公民
館、東公民館

※市ホームページからもダウンロードできます。
申込・問い合わせ先
煙社会教育委員　社会教育課社会教育係緯（76）9846
胃（76）1954
郵送…衣376崖0101　大間々町大間々235崖6
電子メール…shakai-k@city.midori.gunma.jp
煙公民館運営審議会委員　笠懸公民館緯（76）2211
胃（76）2836
郵送…衣379崖2311　笠懸町阿左美1581崖1
電子メール…kouminkan@city.midori.gunma.jp

 社会教育行政や公民館運営の充実に向けて
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目
的
と
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン

バ
ồ
プ
レ
ồ
ト
ớ
県
内
初
Ờ
を
導

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
Ố

デ
ザ
イ
ン
入
賞
者
を
表
彰

　
昨
年
ỏ
桐
生
大
学
短
期
大
学
部

ア
ồ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
生

を
対
象
に
ナ
ン
バ
ồ
プ
レ
ồ
ト
の

デ
ザ
イ
ン
案
を
募
集
し
ỏ
バ
イ
ク

店
や
観
光
団
体
ỏ
桐
生
警
察
署
な

ど
関
係
者
に
よ
る
選
考
委
員
会
で

の
選
定
を
経
て
ỏ
２
月
３
日
ỏ
市

役
所
笠
懸
庁
舎
で
デ
ザ
イ
ン
作
品

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
Ố

最
優
秀
賞
※
採
用
作
品
　

櫻
井
香
織
さ
んớ
１
年
Ờ

優
秀
賞
　
横
田
美
咲
さ
んớ
２
年
Ờỏ

小
林
 知
紘
 さ
んớ
２
年
Ờỏ
野
村

ち

ひ

ろ

亜
希
さ
んớ
１
年
Ờ

６
月
１
日
か
ら
交
付
を
開
始

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ồ
プ
レ
ồ

ト
は
ỏ
６
月
１
日
か
ら
交
付
し
ま

す
Ố
現
在
使
用
し
て
い
る
プ
レ
ồ

ト
も
無
料
で
交
換
で
き
ま
す
Ố

　
ま
た
ỏ
今
回
作
製
す
る
番
号
に

限
り
ỏ
希
望
ナ
ン
バ
ồ
の
募
集
を

行
い
ま
す
Ố
詳
細
は
ỏ
広
報
４
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
Ố

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
市
民
税

係
☎
　
０
９
６
４

（þý）

オリジナルナンバーの
原動機付自転車（原付バイク）など

　　　自動車税は、４月１日現在のバイク
　　　や軽自動車などの所有者に課税され
ます。廃車などで既に所有していない人や
所有者が変わっているのに名義変更してい
ない人は、必ず３月末日までに手続きを
行ってください。
　また、盗難や紛失の場合は、警察へ届け
出た後、次の場所へご相談ください。
相談・問い合わせ先
毅原動機付自転車（125穐以下のバイク）・
小型特殊自動車…税務課市民税係☎
（76）0964
毅二輪車（126穐以上）…群馬運輸支局☎
050（5540）2021（ﾃﾚﾎﾝｻーﾋ゙ｽ）
毅四輪の軽自動車…軽自動車検査協会群馬
事務所☎027（261）4621

　
　
　
成
　
年
度
か
ら
軽
自
動
車

ùû

　
　
　
税
の
納
期
限
が
ỏ
５
月
　úø

日
に
変
更
に
な
り
ま
す
Ố
納
税
通

知
書
は
ỏ
５
月
上
旬
に
発
送
し
ま

す
の
で
ỏ
期
限
内
に
必
ず
納
付
し

て
く
だ
さ
い
Ố

　
ま
た
ỏ
口
座
振
替
日
も
５
月
　úø

日
に
変
更
に
な
り
ま
す
Ố
口
座
振

替
を
ご
利
用
の
人
は
ỏ
預
貯
金
残

高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
Ố

軽
自
動
車
税
の
納
期
限

毅
平
成
　
年
度
ま
で
ộ
４
月
　
日

ùú

ú÷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 郭

毅
平
成
　
年
度
か
ら
ộ
５
月
　
日

ùû

úø

※
納
期
限
が
土
・
日
曜
日
ỏ
祝
日

の
場
合
は
ỏ
翌
日
が
納
期
限
に

な
り
ま
す
Ố

減
免
申
請
は
期
間
内
に
手
続
き
を

　
身
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る

人
の
た
め
の
軽
自
動
車
に
対
す
る

軽
自
動
車
税
は
ỏ
申
請
に
よ
り
減

免
に
な
り
ま
す
Ố

　
た
だ
し
ỏ
障
が
い
の
程
度
や
普

通
車
の
減
免
を
受
け
て
い
る
な
ど

の
理
由
に
よ
り
ỏ
減
免
対
象
に
な

ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
Ố

※
前
年
度
減
免
申
請
さ
れ
た
人
に

は
ỏ
納
税
通
知
書
に
減
免
申
請

書
を
同
封
し
ま
す
Ố

申
請
期
間
　
５
月
上
旬
Ỗ
　
日
㈭

ùû

ま
で
ớ
軽
自
動
車
税
の
納
税
通

知
書
が
届
い
て
か
ら
納
期
限
の

７
日
前
ま
で
Ờ

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
市
民
税

係
☎
　
０
９
６
４

（þý）

市

平

廃車手続きなどをお忘れなく

軽

軽
自
動
車
税
の
納
期
が
５
月
に
な
り
ま
す

デザイン決定
新ナンバーのイメージ

　オリジナルナンバーの
デザインを手に「元気が
出るイメージにしました」
と製作者の櫻井香織さん。
　市章をはじめ、市の鳥
「キ ジ」、市 の 木「サ ク
ラ」、市の花「キク」「カ
タクリ」が鮮やかな色彩
で描かれました（市ホー
ムページにカラーで掲載
しています）。

　→

納
税
通
知
書
が
届
い
た
ら
納
期
限
ま
で
に
納
付
を

してみませんか？
ご当地ナンバーに



（7）　広報みどり　呉72

　　　民異動の多い年度末・年度初めは、
　　　市民課の窓口が大変混雑します。
　市では、次のとおり日曜日に市民課の臨
時窓口を開設します。平日に仕事などで都
合のつかない人は、この機会をぜひご利用
ください。
期日　３月25日㈰、４月１日㈰・８日㈰
時間　午前８時30分～午後５時15分
場所　市民課（笠懸庁舎）
取扱業務　住民異動届、住民票の写しなど
の交付、戸籍謄抄本などの交付、印鑑登
録、印鑑証明書の交付、外国人登録

※住民異動などに伴い、他の手続きが必要
な場合は、再度来庁していただく場合も
あります。

問い合わせ先　市民課市民係☎（76）0972

住

年度末と年度初めに
日曜日に住民異動などの手続きができます

日曜窓口を開設

来
診
療
を
受
け
た
と
き
ỏ

こ
れ
ま
で
は
１
カ
月
の
医

療
機
関
な
ど
で
の
負
担
が
自
己
負

担
限
度
額
以
上
に
な
ỳ
た
場
合
で

も
ỏ
一
度
そ
の
額
を
お
支
払
い
い

た
だ
き
ỏ
後
で
医
療
保
険
者
か
ら

高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
し
て
い

ま
し
た
が
ỏ
４
月
１
日
か
ら
ỏ
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
と
国

民
健
康
保
険
加
入
者
は
ỏ
被
保
険

者
証
や
認
定
証
を
医
療
機
関
な
ど

に
提
示
す
る
と
限
度
額
を
超
え
る

分
を
支
払
う
必
要
が
な
く
な
り
ま

す
Ố
ま
た
ỏ
保
険
薬
局
ỏ
指
定
訪

問
看
護
事
業
者
も
同
様
の
取
り
扱

い
と
な
り
ま
す
Ố

利
用
す
る
際
に
提
示
す
る
物
　

毅
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

①
住
民
税
非
課
税
世
帯
ộ
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
ỏ
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

②
住
民
税
課
税
世
帯
ộ
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証

毅
国
民
健
康
保
険

①
　
歳
未
満
ộ
限
度
額
適
用
認
定

þ÷証
ỏ
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
ớ
た
だ
し
ỏ
住
民
税
非
課
税

世
帯
は
ỏ
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
ỏ
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
Ờ

②
　
歳
以
上
　
歳
未
満
ộ
国
民
健

þ÷

þü

康
保
険
被
保
険
者
証
ỏ
高
齢
受

給
者
証
ớ
た
だ
し
ỏ
国
民
健
康

保
険
加
入
者
全
員
と
世
帯
主
が

住
民
税
非
課
税
の
人
は
ỏ
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
ỏ
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
ỏ
高
齢
受
給
者
証
Ờ

認
定
証
の
申
請
方
法

　
ủ
申
請
に
必
要
な
物
Ứ
を
持
参

の
上
ỏ
市
民
課
ớ
笠
懸
庁
舎
Ờ
ỏ

大
間
々
市
民
生
活
課
ỏ
東
市
民
生

活
課
の
い
ず
れ
か
の
窓
口
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
Ố
既
に
認
定
証
を

お
持
ち
の
人
は
ỏ
引
き
続
き
有
効

期
限
ま
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
Ố

　
な
お
ỏ
国
民
健
康
保
険
税
に
滞

納
が
あ
る
場
合
は
ỏ
認
定
証
の
交

付
が
で
き
ま
せ
ん
Ố

申
請
に
必
要
な
物

毅
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

被
保
険
者
証
ỏ
印
鑑
ỏ
運
転
免

許
証
な
ど
の
本
人
確
認
が
で
き

る
物

毅
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
ỏ
高
齢
受
給
者
証

ớ
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
人
の

þ÷

þü

み
Ờ
ỏ
印
鑑
ỏ
運
転
免
許
証
な

ど
の
本
人
確
認
が
で
き
る
物

※
対
象
者
と
同
一
世
帯
で
な
い
人

が
申
請
す
る
場
合
は
ỏ
委
任
状

が
必
要
で
す
Ố

問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
医
療
助

成
係
ớ
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
Ờ
・
国
保
年
金
係
ớ
国
民
健

康
保
険
Ờ
☎
　
０
９
７
２

（þý）

外

高
額
な
外
来
診
療
を

受
け
る
皆
さ
ん
へ

窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
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国
保
高
齢
受
給
者
の
　
　
　

負
担
割
合
が
据
え
置
き
に

　
高
齢
受
給
者
証
を
交
付
さ
れ
て

い
る
人
ớ
　
Ỗ
　
歳
Ờ
で
ỏ
医
療

þ÷

þû

機
関
で
受
診
し
た
と
き
に
支
払
う

一
部
負
担
金
の
割
合
が
１
割
の
人

は
ỏ
４
月
か
ら
２
割
負
担
と
な
る

予
定
で
し
た
が
ỏ
引
き
続
き
１
割

負
担
に
据
え
置
か
れ
ま
す
Ố

　
対
象
者
に
は
ỏ
新
し
い
高
齢
受

給
者
証
を
３
月
中
に
郵
送
し
ま
す

の
で
ỏ
４
月
以
降
に
医
療
機
関
を

受
診
す
る
場
合
は
ỏ
必
ず
保
険
証

と
一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
Ố

有
効
期
間
は
ỏ
４
月
か
ら
７
月
末

日
ớ
　
歳
に
な
る
人
は
誕
生
日
の

þü

前
日
Ờ
ま
で
で
す
Ố

　
な
お
ỏ
３
割
負
担
の
人
に
つ
い

て
は
ỏ
現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給

者
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
Ố

問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
国
保
年

金
係
☎
　
０
９
７
２

（þý）

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

　
相
談
は
全
て
予
約
制
で
す
Ố
会

場
へ
の
移
動
が
困
難
な
人
は
ỏ
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
Ố

期
日
　
４
月
　
日
㈬

øø

時
間
　
午
前
　
時
Ỗ
正
午

ø÷

会
場
　
桐
生
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ồ
３
０
２
・
３
０
３
会
議
室

人の動き（前月比）［１月末日現在］
総　数

世帯数

男
女

52,624人
25,968人
26,656人
19,258戸

（－1）
（±0）
（－1）
（＋11）

　
在
宅
の
高
齢
者
で
公
共
交
通
機
関
の

利
用
が
困
難
な
人
や
重
度
障
が
い
者

ớ
児
Ờへ
料
金
の
一
部
を
助
成
す
る
福
祉

タ
ク
シ
ồ
券
を
交
付
し
ま
す
Ố

●
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ồ
券

対
象
者
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

毅
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
　
歳
以
上
の
人

ýü

毅
所
得
税
非
課
税
の
世
帯

毅
自
動
車
不
所
持
世
帯

申
請
方
法
　
地
域
の
民
生
委
員
を
通
じ

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
Ố

問
い
合
わ
せ
先
　
介
護
高
齢
課
高
齢
福

祉
係
☎
　
０
９
７
４

（þý）

●
障
が
い
者
ớ
児
Ờ
福
祉
タ
ク
シ
ồ
券

対
象
者
　
次
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
受

け
て
い
る
人

毅
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

毅
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２
・
Ａ
３
ớ
旧

表
記
Ａ
重
・
Ａ
中
Ờ

毅
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

申
請
方
法
　
本
人
ま
た
は
家
族
が
来
庁

し
て
く
だ
さ
い
Ố

申
請
場
所
　
社
会
福
祉
課ớ
笠
懸
庁
舎
Ờỏ

大
間
々
市
民
生
活
課
ỏ
東
市
民
生
活

課
持
参
す
る
物
　
印
鑑
ỏ
交
付
を
受
け
て

い
る
手
帳

問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
☎
　
０
９
７
５

（þý）

●
共
通
事
項
ớ
高
齢
者
・
障
が
い
者
Ờ

交
付
枚
数
　
１
年
間
で
　
枚
ûÿ

利
用
枚
数
の
制
限
　
一
度
に
４
枚
ま
で

※
ス
ト
レ
ỽ
チ
Ỿ
ồ
使
用
に
よ
る
特
定

大
型
車
な
ど
の
場
合
は
ỏ
利
用
枚
数

に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
Ố

受
給
で
き
な
い
人
　
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
Ố

毅
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
た
人

毅
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
中
の
人

毅
み
ど
り
市
じ
ん
臓
機
能
障
害
者
等
通

院
交
通
費
補
助
を
同
年
度
に
受
け
る

予
定
の
人

毅
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ồ
券
ỏ
ま
た
は

障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ồ
券
の
い
ず

れ
か
を
同
年
度
に
受
給
す
る
人

高
齢
者
と
重
度
障
が
い
者
へ
料
金
の
一
部
を
助
成

福
祉
タ
ク
シ
ồ
券
を
交
付
し
ま
す

　
在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
ỏ
ま
た
は

重
度
身
体
障
が
い
者ớ
児
Ờへ
理
容
サ
ồ

ビ
ス
券
を
交
付
し
ま
す
Ố

対
象
者
　

①
市
内
に
居
住
す
る
　
歳
以
上
の
高
齢

ýü

者
で
ỏ
６
カ
月
以
上
寝
た
き
り
の
状

態
が
続
き
ỏ
出
張
に
よ
る
理
容
サ
ồ

ビ
ス
が
必
要
な
人
ớ
要
介
護
３
以
上

の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
Ờ

②
市
内
に
居
住
し
ỏ
視
覚
ま
た
は
下
肢

機
能
ỏ
体
幹
機
能
に
障
が
い
が
あ
る

人
で
ỏ
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
ま

た
は
２
級
を
保
有
し
ỏ
出
張
に
よ
る

理
容
サ
ồ
ビ
ス
が
必
要
な
人

交
付
枚
数
　
１
年
間
で
４
枚
ớ
途
中
申

請
の
場
合
は
ỏ
３
カ
月
に
１
枚
Ờ

申
請
方
法
　
地
域
の
民
生
委
員
を
通
じ

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
Ố

問
い
合
わ
せ
先
　

毅
在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
ộ
介
護
高

齢
課
高
齢
福
祉
係
☎
　
０
９
７
４

（þý）

毅
重
度
身
体
障
が
い
者ớ
児
Ờộ
社
会
福

祉
課
障
害
福
祉
係
☎
　
０
９
７
５

（þý）

高
齢
者
と
重
度
障
が
い
者
へ
出
張
理
容
サ
ồ
ビ
ス
を

理
容
サ
ồ
ビ
ス
券
を
交
付
し
ま
す
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市
内
の
取
扱
店
で
紙
お
む
つ
を
購
入

で
き
る
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
Ố
対
象

と
思
わ
れ
る
人
や
不
明
な
点
の
あ
る
人

は
ỏ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
Ố

対
象
者
　
平
成
　
年
４
月
１
日
現
在
で

ùû

在
宅
生
活
を
継
続
し
ỏ
次
の
全
て
に

該
当
す
る
人

①
　
歳
以
上
の
寝
た
き
り
ỏ
ま
た
は
認

ýü知
症
高
齢
者
ớ
要
介
護
認
定
に
お
い

て
要
介
護
２
以
上
の
認
定
を
受
け
て

い
る
人
Ờ

②
失
禁
状
態
の
人

③
在
宅
で
６
カ
月
以
上
ớ
平
成
　
年
　

ùú

ø÷

月
１
日
以
前
か
ら
Ờ
常
時
紙
お
む
つ

を
使
用
し
て
い
る
人

④
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
平
成
　
年

ùú

ø÷

ùû

３
月
　
日
ま
で
の
間
１
０
０
日
以
上

úø

入
院
・
短
期
入
所
し
て
い
な
い
人

交
付
枚
数
　
半
期
に
一
度
ỏ
１
⁌
０
０

０
円
の
紙
お
む
つ
利
用
券
を
　
枚
ø÷

申
請
方
法
　
地
域
の
民
生
委
員
を
通
じ

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
Ố

申
込
期
限
　
４
月
　
日
㈮

ùþ

取
扱
店
の
指
定
　
新
た
に
紙
お
む
つ
券

取
扱
店
の
指
定
を
希
望
す
る
販
売
店

は
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
ỏ

介
護
高
齢
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
Ố

既
に
指
定
店
と
な
ỳ
て
い
る
場
合
は

そ
の
ま
ま
継
続
に
な
り
ま
す
の
で
ỏ

連
絡
は
不
要
で
す
Ố

問
い
合
わ
せ
先
　
介
護
高
齢
課
高
齢
福

祉
係
☎
　
０
９
７
４

（þý）

寝
た
き
り
で
常
時
紙
お
む
つ
が
必
要
な
高
齢
者
へ

紙
お
む
つ
購
入
券
を
給
付
し
ま
す

　あたたかい心　 ご寄付ありがとうございました。
新井定光さん…イロハモミジの苗200本、匿名希望…有価証券（上場株券）16,000株、野口洋子さん…児童図書108冊、

ớ
桐
生
市
新
宿
３
倆
３
倆
　
Ờ
øĀ

相
談
内
容
　
身
体
障
が
い
者
の
補

装
具
判
定
ỏ
相
談
な
ど

相
談
科
目
　
整
形
外
科

持
参
す
る
物
　
印
鑑
ỏ
身
体
障
害

者
手
帳

申
込
期
限
　
３
月
　
日
㈮

ú÷

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
福

祉
課
障
害
福
祉
係
☎
　
０
９
７

（þý）

５
市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

申
込
期
限
　
指
定
が
あ
る
場
合
を

　
除
き
毎
週
金
曜
日
ớ
申
込
多
数

　
の
場
合
は
抽
選
Ờ

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
建
設
課

　
住
宅
係
ớ
大
間
々
庁
舎
Ờ
緯
　（þý）

　
１
９
０
４

笠懸ライオンズクラブ…200,000円　 【ふるさと思いやり寄付金】 高瀬真一さん…10,000,000円

美しいまちづくりにご協力を

　市では、市内で環境美化についての自主活
動を行う地域団体を募集しています。
　登録団体に対しては、市がごみ袋の提供や
完了後のごみ回収支援、傷害保険への加入負
担を行うほか、交通安全対策を兼ねたベスト
や帽子・腕章・ごみばさみ・トラックを無償
でお貸しします。
登録方法　活動する１週間前までに活動計画
書を提出してください。活動計画書の様式
は生活環境課（笠懸庁舎）で配布するほ
か、市ホームページからもダウンロードで
きます。ごみの回収を希望する場合は、回
収希望場所の明細地図も提出してください。
計画書提出先　活動場所により異なります。
①笠懸町…生活環境課、②大間々町…大
間々市民生活課、③東町…東市民生活課
問い合わせ先　
　生活環境課環境衛生係☎（76）0985

環境美化奉仕団体を募集

家賃団地名
16,900円～33,800円鹿団地
10,500円～20,600円塩原上ノ台団地
  9,000円～17,700円塩原下ノ台団地
10,600円～20,800円神梅第２団地
12,400円～25,400円浅原田中団地
  9,800円～19,200円花輪団地
  6,100円～12,100円中居団地
  7,800円～15,900円大平団地

41,000円高街道団地
     7,000～10,000円沢入団地

大間々町内を清掃する登録団体
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小
・
中
学
校
の
入
学
通
知
を

送
付
し
ま
し
た

　
平
成
　
年
４
月
に
み
ど
り
市
立

ùû

の
小
・
中
学
校
へ
入
学
す
る
年
齢

の
児
童
・
生
徒
と
そ
の
保
護
者
宛

て
に
ỏ
入
学
指
定
校
・
入
学
式
の

日
程
な
ど
を
記
載
し
た
入
学
通
知

書
を
送
付
し
ま
し
た
Ố
次
の
項
目

に
該
当
す
る
場
合
は
ỏ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
Ố

毅
入
学
通
知
書
が
届
か
な
い

毅
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
る

毅
入
学
式
ま
で
に
転
居
・
転
出
の

予
定
が
あ
る

毅
国
立
・
県
立
・
私
立
な
ど
の
学

校
に
入
学
す
る

毅
障
が
い
や
病
気
な
ど
の
理
由
で

入
学
先
の
変
更
ỏ
ま
た
は
入
学

を
延
期
さ
せ
た
い

問
い
合
わ
せ
先
　
学
校
教
育
課
学

事
係
緯
　
９
８
４
５

（þý）

児
童
・
母
子
に
関
す
る
心
配

事
は
ỏ
家
庭
児
童
相
談
室
へ

　
家
庭
児
童
相
談
室
で
は
ỏ
家
庭

内
の
諸
問
題
に
関
す
る
相
談
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
Ố
心
配
事
の
あ

る
人
は
ỏ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
Ố

相
談
内
容

毅
家
庭
内
で
の
虐
待
・
不
登
校
・

　
土
地
・
家
屋
の
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
と
課
税
台
帳
の
閲
覧
を
行
い
ま

す
Ố
課
税
資
産
の
内
容
は
ỏ
５
月
中
旬

に
発
送
す
る
納
税
通
知
書
の
課
税
明
細

書
で
も
確
認
で
き
ま
す
Ố

捌
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
納
税
義
務
者
が
ỏ
自
己
資
産
の
価
格

に
つ
い
て
ỏ
他
の
資
産
と
比
較
し
適
正

か
判
断
す
る
た
め
の
も
の
で
す
Ố

期
間
　
４
月
２
日
㈪
Ỗ
５
月
　
日
㈭

úø

ớ
土
・
日
曜
日
ỏ
祝
日
を
除
く
Ờ

会
場
　
税
務
課ớ
笠
懸
庁
舎
Ờỏ大
間
々

市
民
生
活
課
ỏ
東
市
民
生
活
課

対
象
者
　
納
税
義
務
者
ま
た
は
同
一
世

帯
の
親
族
ỏ
納
税
管
理
人
ỏ
納
税
義

務
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
人

持
参
す
る
物
　
運
転
免
許
証
な
ど
の
本

人
確
認
が
で
き
る
物
ỏ
印
鑑
ỏ
委
任

を
受
け
た
人
は
委
任
状

手
数
料
　
無
料

捌
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
納
税
義
務
者
が
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
記
載
さ
れ
た
自
己
の
資
産
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
す
Ố

期
間
　
通
年
ớ
土
・
日
曜
日
ỏ
祝
日
を

除
く
Ờ

会
場
　
価
格
等
縦
覧
帳
簿
と
同
じ

対
象
者
　
納
税
義
務
者
ま
た
は
同
一
世

帯
の
親
族
ỏ
納
税
管
理
人
ỏ
賃
借
人

な
ど
と
ỏ
こ
れ
ら
の
人
か
ら
委
任
を

受
け
た
人

持
参
す
る
物
　
運
転
免
許
証
な
ど
の
本

人
確
認
が
で
き
る
物
ỏ
印
鑑
ỏ
委
任

を
受
け
た
人
は
委
任
状
ỏ
賃
借
人
な

ど
は
賃
貸
借
契
約
書

手
数
料
　
４
月
２
日
㈪
Ỗ
５
月
　
日
㈭

úø

は
無
料
ỏ
以
後
は
１
件
３
０
０
円

ớ
賃
借
人
な
ど
に
よ
る
閲
覧
は
期
間

に
関
係
な
く
１
件
３
０
０
円
Ờ

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
資
産
税
係
緯

　
０
９
６
４

（þý）

あ
な
た
の
固
定
資
産
の
内
容
が
確
認
で
き
ま
す

固
定
資
産
税
に
関
す
る
縦
覧
・
閲
覧

　
市
で
は
経
済
的
理
由
に
よ
り
ỏ
就
学

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
小
・
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
ỏ
予
算

の
範
囲
内
で
ỏ
就
学
に
必
要
な
費
用

ớ
学
用
品
・
学
校
給
食
費
な
ど
Ờ
の
一

部
を
援
助
し
て
い
ま
す
Ố
受
給
を
希
望

さ
れ
る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
Ố

対
象
者
　
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

に
準
ず
る
程
度
に
困
窮
し
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
保
護
者

申
請
方
法

毅
平
成
　
年
１
月
１
日
現
在
み
ど
り
市

ùû

に
住
民
登
録
の
あ
る
人
は
ộ

　
次
の
①
Ỗ
③
を
学
校
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
Ố

①
就
学
援
助
費
申
請
書
ỏ
②
必
要
証
書

の
写
し
ỏ③
所
得
証
明
申
請
書
と
委
任
状

毅
平
成
　
年
１
月
１
日
現
在
み
ど
り
市

ùû

に
住
民
登
録
の
な
い
人
は
ộ

　
次
の
①
Ỗ
③
を
学
校
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
Ố
③
は
前
住
所
地
で
発
行
可
能

ớ
例
年
６
月
頃
Ờ
に
な
ỳ
た
ら
追
加
提

出
し
て
く
だ
さ
い
Ố

①
就
学
援
助
費
申
請
書
ỏ
②
必
要
証
書

の
写
し
ỏ
③
平
成
　
年
度
所
得
証
明
書

ùû

受
付
期
間
　
４
月
９
日
㈪
Ỗ
　
日
㈮

ùþ

申
請
書
の
配
布
　
４
月
９
日
か
ら
学
校

教
育
課
ớ
教
育
庁
舎
Ờ
ỏ
市
内
小
・

中
学
校
で
配
布

審
査
結
果
　
７
月
末
日
ま
で
に
通
知

問
い
合
わ
せ
先
　
学
校
教
育
課
学
事
係

☎
　
９
８
４
５

（þý）

４
月
９
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

準
要
保
護
児
童
・
生
徒
の
就
学
援
助
費
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非
行
・
育
児
相
談
・
配
偶
者
や

恋
人
か
ら
の
暴
力

毅
母
子
家
庭
の
生
活
や
自
立
の
た

め
の
施
設
な
ど
へ
の
入
所
に
関

す
る
こ
と

毅
母
子
家
庭
の
母
が
自
立
を
目
的

と
し
た
資
格
を
習
得
す
る
た
め

の
自
立
支
援
教
育
訓
練
費
や
高

等
技
能
訓
練
促
進
費
の
受
給
相

談
な
ど
ớ
事
前
審
査
が
あ
り
ま

す
の
で
ỏ
必
ず
受
講
申
込
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
Ờ

受
付
日
時
　
土
・
日
曜
日
ỏ
祝
日

を
除
く
午
前
８
時
　
分
Ỗ
午
後

ú÷

５
時
　
分
øü

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
　
家
庭
児

童
相
談
室
ớ
笠
懸
庁
舎
こ
ど
も

課
内
Ờ
☎
　
０
９
９
５

（þý）

奨
学
金
の
申
請
を
　
　
　
　

受
け
付
け
て
い
ま
す

　
市
で
は
ỏ
高
校
や
大
学
な
ど
に

在
学
し
て
い
る
人
ỏ
今
年
の
春
に

高
校
や
大
学
な
ど
に
進
学
す
る
人

に
奨
学
金
を
無
利
子
で
お
貸
し
し

ま
す
Ố
申
請
方
法
ỏ
応
募
資
格
な

ど
の
詳
細
は
ỏ
広
報
２
月
号
６

ペ
ồ
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

受
付
期
間
　
３
月
　
日
㈮
ま
で

ú÷

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
  教
育
総

務
課
総
務
係
ớ
教
育
庁
舎
Ờ
☎

　
９
８
４
４

（þý）

■夜間納税相談窓口　３月28日㈬・29日㈭・30日㈮　午後７時30分まで（笠懸庁舎納税課）緯（76）0956

　市の魅力的な観光資源を広く周知し誘客
を促進するため、当市出身の茂木宏美さん
を「みどり市観光大使」に任命しました。
　２月20日、ながめ余興場で委嘱式が行
われ、石原市長から茂木さんへ委嘱状、た
すきが交付され、観光パンフレット、みど
り市ブランド商品、わたらせ渓谷鐵道の
「わっしー」グッズが贈呈されました。
　茂木さんは「たくさん優勝して、日本中
にみどり市を知ってもらえるよう頑張りた
い」と語っていました。
問い合わせ先　観光課観光政策係☎（76）
1270

茂木宏美さんを
「みどり市観光大使」に任命
プロゴルファー

茂木宏美さん（わっしーのぬいぐるみを手に）

　
平
成
　
年
　
月
１
日
時
点
で
ỏ
子
ど

ùú

ø÷

も
手
当
の
受
給
資
格
を
有
し
て
い
た
人

の
申
請
ớ
経
過
措
置
分
Ờ
は
ỏ
平
成
　ùû

年
３
月
　
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の

úø

に
限
り
ỏ
平
成
　
年
　
月
分
ớ
受
給
す

ùú

ø÷

る
資
格
が
あ
る
該
当
月
分
Ờ
ま
で
さ
か

の
ぼ
ỳ
て
支
給
さ
れ
ま
す
Ố

　
提
出
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
ỏ
平
成

　
年
　
月
分
か
ら
平
成
　
年
３
月
分
ま

ùú

ø÷

ùû

で
の
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
Ố
ま
だ

申
請
が
お
済
み
で
な
い
人
は
ỏ
必
ず
提

出
期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
Ố

※
保
護
者
が
公
務
員
の
場
合
は
ỏ
勤
務

先
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
Ố

※
平
成
　
年
　
月
１
日
以
降
に
み
ど
り

ùú

ø÷

市
に
転
入
し
た
場
合
や
お
子
さ
ん
が

生
ま
れ
た
場
合
な
ど
は
ỏ
さ
か
の
ぼ

り
が
適
用
さ
れ
ず
ỏ
申
請
を
行
ỳ
た

月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま

す
Ố

※
施
設
な
ど
に
お
子
さ
ん
が
入
所
し
て

い
る
場
合
は
ỏ
保
護
者
で
は
な
く
施

設
設
置
者
へ
支
給
さ
れ
ま
す
Ố

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
こ
ど
も
課
こ

ど
も
福
祉
係
ớ
笠
懸
庁
舎
Ờ
☎
　
０
（þý）

９
９
５
ỏ
大
間
々
市
民
生
活
課
福
祉

係
☎
　
１
８
４
６
ỏ
東
市
民
生
活
課

（þý）

市
民
福
祉
係
☎
　
０
９
８
４

（þý）

提
出
期
限
は
ỏ
３
月
　
日
㈯
で
す

úø

子
ど
も
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
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 薪
 ス
ト
ồ
ブ
な
ど
の
灰
は
　

ま
き清

掃
セ
ン
タ
ồ
へ

　
福
島
県
内
で
薪
の
焼
却
灰
か
ら

比
較
的
高
い
濃
度
の
放
射
性
物
質

が
検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
ỏ
放
射

線
の
重
点
調
査
地
域
に
指
定
さ
れ

た
自
治
体
で
は
ỏ
薪
な
ど
の
焼
却

灰
を
一
般
廃
棄
物
と
し
て
回
収
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
Ố

　
こ
の
た
め
ỏ
薪
や
木
炭
の
焼
却

灰
の
廃
棄
に
つ
い
て
は
ỏ
ビ
ニ
ồ

ル
袋
に
入
れ
て
桐
生
市
清
掃
セ
ン

タ
ồớ
桐
生
市
新
里
町
野
４
６
１
Ờ

へ
直
接
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
Ố

搬
入
手
数
料
は
無
料
で
す
Ố

※
事
業
用
の
灰
は
受
け
入
れ
で
き

ま
せ
ん
Ố

※
清
掃
セ
ン
タ
ồ
へ
持
参
で
き
な

い
人
は
ỏ
ご
相
談
く
だ
さ
い
Ố

問
い
合
わ
せ
先
　
生
活
環
境
課
環

境
衛
生
係
☎
　
０
９
８
５

（þý）

市
内
全
域
が
悪
臭
防
止
法
に

基
づ
く
規
制
地
域
に
指
定

　
３
月
　
日
㈯
か
ら
市
内
全
域
が

úø

悪
臭
防
止
法
に
基
づ
く
規
制
地
域

に
指
定
と
な
り
ま
す
Ố

　
規
制
の
対
象
は
ỏ
工
場
・
飲
食

店
・
農
場
・
事
務
所
な
ど
か
ら
発

生
す
る
悪
臭
で
す
Ố
自
動
車
な
ど

の
移
動
発
生
源
や
一
時
的
な
工
事

　
森
林
法
の
改
正
に
よ
り
ỏ
４
月
以
降

に
森
林
の
土
地
所
有
者
と
な
ỳ
た
人
は

届
け
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
Ố

対
象
　
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
り
森
林

の
土
地
を
取
得
し
た
個
人
・
法
人

※
面
積
に
関
わ
ら
ず
届
け
出
が
必
要
で

す
ớ
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土

地
売
買
契
約
の
届
け
出
を
提
出
し
て

い
る
人
は
対
象
外
Ờ
Ố

届
出
内
容
　
届
出
書
ớ
届
出
者
と
前
所

有
者
の
住
所
ỏ
氏
名
ỏ
所
有
者
と

な
ỳ
た
年
月
日
ỏ
所
有
権
移
転
の
原

因
ỏ
土
地
の
所
在
場
所
・
面
積
ỏ
土

地
の
用
途
を
記
載
Ờ
ỏ
添
付
書
類

ớ
登
記
事
項
証
明
書
ま
た
は
土
地
売

買
契
約
書
な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ

と
が
分
か
る
書
類
の
写
し
ỏ
土
地
の

位
置
を
示
す
図
面
Ờ
Ố

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　
農
林
課
基
盤

整
備
係
☎
　
１
９
３
７

（þý）

４
月
か
ら
ス
タ
ồ
ト
し
ま
す

森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
制
度

　
ủ
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る

法
律
Ứ
で
定
め
ら
れ
た
農
用
地
区
域
の

農
地
を
ỏ
住
宅
や
店
舗
ỏ
駐
車
場
な
ど

と
し
て
使
用
す
る
と
き
は
ỏ
ま
ず
農
用

地
区
域
か
ら
の
ủ
除
外
Ứ
の
申
請
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
Ố

　
ま
た
ỏ
除
外
さ
れ
た
土
地
で
ỏ
農
地

転
用
さ
れ
て
い
な
い
土
地
に
つ
い
て

は
ỏ
農
用
地
区
域
内
に
ủ
編
入
Ứ
の
申

請
手
続
き
が
必
要
で
す
Ố

申
請
方
法
　
申
請
書
ớ
農
林
課
で
配
布

す
る
ほ
か
ỏ
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ồ
ド
可
Ờ
ỏ
土
地
登
記

事
項
証
明
書
ỏ
公
図
の
写
し
ỏ
案
内

図
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
Ố

申
請
期
間
　
４
月
２
日
㈪
Ỗ
　
日
㈮

ùþ

ớ
土
・
日
曜
日
を
除
く
Ờ

※
期
限
後
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
Ố

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
農
林
課
農
林

係
☎
　
１
９
３
７

（þý）

手
続
き
が
必
要
な
人
は
４
月
に
申
請
を

農
用
地
利
用
計
画
の
変
更ớ
除
外
・
編
入
Ờ

　
み
ど
り
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議

会
は
ỏ
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
産
物
の

被
害
に
対
し
ỏ
関
係
機
関
と
連
携
強
化

を
図
り
な
が
ら
ỏ
効
果
的
な
被
害
防
止

対
策
を
推
進
し
ま
す
Ố

協
議
会
の
主
な
取
り
組
み

①
推
進
体
制
の
整
備
ộ
各
関
係
機
関
と

の
情
報
共
有
お
よ
び
連
携
強
化

②
個
体
数
調
整
ộ
被
害
地
域
の
有
害
鳥

獣
を
捕
獲

③
被
害
防
除
ộ
被
害
地
域
に
防
護
柵

ớ
電
気
柵
Ờ
な
ど
の
設
置

問
い
合
わ
せ
先
　
農
林
課
農
林
係
ớ
協

議
会
事
務
局
Ờ
☎
　
１
９
３
７

（þý）

み
ど
り
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
が
発
足

有
害
鳥
獣
で
お
困
り
の
人
は
ご
連
絡
を
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現
場
ỏ
家
庭
か
ら
発
生
す
る
悪
臭

な
ど
に
つ
い
て
は
規
制
が
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
が
ỏ
迷
惑
と
な
る
よ
う

な
悪
臭
が
発
生
し
な
い
よ
う
心
掛

け
ま
し
Ỷ
う
Ố
規
制
内
容
な
ど
の

詳
細
に
つ
い
て
は
ỏ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
Ố

問
い
合
わ
せ
先
　
県
環
境
保
全
課

環
境
保
全
係
☎
０
２
７
ớ
２
２

６
Ờ
２
８
３
２
ỏ
市
生
活
環
境

課
環
境
衛
生
係
☎
　
０
９
８
５

（þý）

　
４
月
か
ら
ỏ
工
場
立
地
法
の
届
出
窓

口
が
ỏ
県
か
ら
市
に
変
わ
り
ま
す
Ố

　
工
場
立
地
法
は
ỏ
工
場
の
立
地
が
環

境
の
保
全
を
図
り
な
が
ら
適
正
に
行
わ

れ
る
よ
う
定
め
ら
れ
た
も
の
で
ỏ
工
場

の
新
・
増
設
な
ど
を
す
る
際
ỏ
事
前
に

届
け
出
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
Ố

届
出
対
象
工
場

毅
業
種
ộ
製
造
業
ỏ
電
気
・
ガ
ス
・
熱

供
給
者

毅
規
模
ộ
敷
地
面
積
９
⁌
０
０
０
愛
以

上
ỏ
ま
た
は
建
築
面
積
３
⁌
０
０
０

愛
以
上

申
請
時
期
　
工
事
着
工
　
日
前
ま
で
に

Ā÷

届
け
出
ớ
短
縮
で
き
る
場
合
あ
り
Ờ

※
詳
細
に
つ
い
て
は
ỏ
事
前
に
相
談
く

だ
さ
い
Ố

問
い
合
わ
せ
先
　
商
工
課
商
工
労
政
係

☎
　
１
９
３
８

（þý）

４
月
か
ら
窓
口
が
市
役
所
に
変
わ
り
ま
す

工
場
の
新
・
増
設
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　平成23年10月から12月にかけて、共同募金（赤い
羽根募金、歳末たすけあい募金）を実施し、期間中に
多くの人たちの善意をお預かりしました。お寄せいた
だいた金額、募金の使い道を報告します。
【お寄せいただいた金額】

【募金の使い道】
捌赤い羽根募金…4,890,760円
群馬県共同募金会へ送金（県内の福祉施設、社会福
祉協議会などの申請計画に基づいてそれぞれへ配分
されます） 
捌歳末たすけあい募金
①独居高齢者世帯おせち料理配食
　　　　　　　　　　       …154世帯／405,000円
②独居高齢者世帯福祉カレンダー配布
　　　　　　　　　　    …1,347世帯／165,735円
③障がい者（児）歳末行事助成…14カ所／140,000円
④児童福祉歳末行事助成…23カ所／472,600円
⑤母子父子福祉活動歳末行事助成…287,500円
⑥次年度地域福祉事業配分…1,672,044円
⑦歳末募金実施経費…5,880円
問い合わせ先　赤い羽根募金…社会福祉課地域福祉係
緯（76）0975、歳末たすけあい募金…みどり市社会
福祉協議会緯（76）4111

共同募金にご協力いただき

金額（円）内訳募金の種類

4,738,200戸別募金（15,822世帯）

赤い羽根募金

99,630学校募金（９校）

51,080職域募金（24カ所）

1,850その他（１件）

4,890,760合計

2,991,876戸別募金（14,863世帯）

歳末たすけあい
募金

73,156学校募金（13校）

74,629職域募金（41カ所）

5,000法人募金（１件）

2,656個人・団体募金（１件）

1,442その他

3,148,759合計

ありがとうございました
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　岩宿の里、稲荷山北斜面には、関東でも有数の規模を誇るカタ
クリの群生地があります。紫紅色の可憐なカタクリの花と、入れ
替わるように見頃を迎える鹿の川沼の桜を、各種イベントなどと
合わせてお楽しみください。

イベント　和太鼓・アンデス音楽・大正琴・吹奏楽・バンドなどの
演奏、居合演武、ちんどんショー、茶会、華道展、写真展、俳句
大会、岩宿ムラまつりほか（期間中の土・日曜日を中心に実施）

出店　地元特産物、鉢植え、焼きそば、まんじゅう、おでんなど
問い合わせ先　観光課観光係 緯（76）1270

　ながめ公園では、ライトアップした夜桜を眺
めながらバーベキューを楽しめます。
期日　３月31日㈯～４月１日㈰、４月５日㈭
～８日㈰、４月12日㈭～15日㈰

時間　午後４時～８時30分
内容　バーベキューセット（肉、野菜、焼きそ
ば、飲み物１本）、道具完備
料金　１人1,000円（要予約、３人以上でお
申し込みください）
予約・問い合わせ先　小平の里緯（73）2006

　市内３カ所の桜の名所で、開花期間
中に夜桜のライトアップを行います。
場所・期間　鹿の川沼…４月上旬、草
木ダム直下…４月中旬、ながめ公園
…３月31日㈯～４月15日㈰

※期間は開花状況により前後すること
があります。
問い合わせ先　観光課観光係 緯（76）
　1270

 岩宿の里

カカカカカカカカカカカカカカタタタタタタタタタタタタタタククククククククククククククカタクリリリリリリリリリリリリリリリささささささささささささささくくくくくくくくくくくくくくららららららららららららららさくらままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつりりりりりりりりりりりりりりまつり
３３３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月月月2222222222222233333333333333日日日日日日日日日日日日日日㈮㈮㈮㈮㈮㈮㈮㈮㈮㈮㈮㈮㈮㈮～～～～～～～～～～～～～～４４４４４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日３月23日㈮～４月１日㈰㈰㈰㈰㈰㈰㈰㈰㈰㈰㈰㈰㈰㈰㈰

夜桜もお楽しみください

ながめ公園バーベキュー

草木ダム直下
鹿の川沼

ながめ公園
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　厳しい冬の寒さを乗
り越え、芽吹きの季節
となる春。本展では、
“いのち”をテーマと
し、小さな命の輝きや
生きることの喜びを表
現した「さくら」、
「命一式」などの作品
約20点とエッセイを
紹介します。
※「春の展示」同時開催。作品50点と関連資料
を展示します。

富富富富富富富富富富富富富富富 弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘 美美美美美美美美美美美美美美美 術術術術術術術術術術術術術術術 館館館館館館館館館館館館館館館

「ヴェェネツィアンビーズを使って
アクセサリーづくり」

観光乗合タクシー運行中止
　昨年４月から11月まで、群馬デス
ティネーションキャンペーンに関連して
笠懸・大間々町内で運行した「みどり市
観光乗合タクシー」は、平成24年度か
らは運行を行いません。お出掛けには、
「電話でバス」をご利用ください。
問い合わせ先　
企画課政策調整係緯（76）0962

　　　　    市議会議長杯を開催
　みどり市発足６周年記念として開催します。レー
スやイベント内容については、ボートレース桐生の
ホームページをご覧ください。
期日　３月15日㈭～20日（火・祝）
問い合わせ先　桐生ボートレース場緯（76）2411

捌法律により、競艇の主催者（事業主）は地方自治体（市町村）に限定され、地方財政の改善
を図ることが主な目的に掲げられています。

捌ボートレース桐生の売上金の一部は、市財政へ繰り入れられ、教育、福祉、産業などの財源
になっています。

捌財政貢献とは別に、雇用・取引・個人消費など周辺地域の経済効果が生み出され、地域活性
化にも貢献しています。

BORT
RACE桐生

　色彩豊かなヴェネツィアンビーズを使って、オ
リジナルのストラップやリング、ネックレスなど
のアクセサリーを作ってみませんか。
日時　４月21日㈯　午後１時30分～３時30分
定員　25人（先着順）
講師　佐藤理恵さん（ビーズ作家）
参加費　100円（入館料は含まれません）
材料費　1,500円～（作品の種類で変わります）
申込・問い合わせ先　富弘美術館緯（95）6333

3月27日㈫～6月28日㈭（期間中無休）

入館料　大人500円　小・中学生300円

春春春春春春春春春春春 ののののののののののおおおおおおおおおお出出出出出出出出出出掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛けけけけけけけけけけ情情情情情情情情情情のお出掛け情報報報報報報報報報報報

花の講座

「ありがとう私のいのち」
特別展

花桃まつり
　駅周辺を彩るおよそ300
本の花桃と、各種イベント
や、物産品の買い物をお楽
しみください。
期日　４月７日㈯・８日㈰
会場　神戸駅
問い合わせ先　わたらせ渓
谷鐵道(株)緯（73）2110
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健康保険証、学生証などが必要です。
貸出点数　図書資料…10冊、視聴覚資料…４点、
雑誌…４冊
貸出期間　図書資料・雑誌…15日間、視聴覚資
料…８日間
※図書や視聴覚資料などの返却を延滞している場
合は、貸し出しができません。

一般向け映画会
日時　４月14日㈯　午後２時～３時15分
会場　大間々図書館　視聴覚室
上映作品　「松本清張ドラマスペシャル『顔』」

●ドキュメンタリー映画「宇宙の約束」＆山元加
津子先生講演会

期日　３月24日㈯
時間　上映会…午後２時～　講演会…午後４時～
料金　前売り1,800円　当日2,000円
問い合わせ先　☎（73）1212（足利屋）、☎（43）
2121（香り屋尚香堂）

●民謡発表会（絃の会）
日時　３月25日㈰　午前10時開演
料金　無料
問い合わせ先　☎（72）4154（山田）
●金光風流木華道　春の展 
期間　４月１日㈰～７日㈯
時間　午前10時～午後６時
料金　無料
問い合わせ先　☎090（3245）6615（金光風）
●冠二郎チャリティショー
期日　４月８日㈰
時間　１部…午後２時～　２部…午後６時～
料金　前売り3,000円　当日3,500円
問い合わせ先　☎090（3245）6615（金光風）
●花見寄席
日時　４月15日㈰　午後１時30分開演
料金　1,000円
問い合わせ先　☎（73）1195（ながめ黒子の会）

群馬交響楽団
親と子どものためのコンサート
期日　３月24日㈯
時間　午後２時開演（１時30分開場）
料金　全席自由　無料（要整理券）
申込方法　往復はがきに次の要領で記入の上、郵
送してください。はがき１枚につき１人の申し
込みが有効となります（先着順）。
【申込はがきの記入方法】

臨時休館　３月15日㈭・16日㈮

図書・視聴覚資料の貸し出し
　図書や視聴覚資料などの貸し出しの際は、図書
館利用券が必要です。利用券の発行には、本人の
住所・氏名・生年月日が確認できる運転免許証、

 東公民館図書室…月曜日

〒3792311
みどり市笠懸町阿左美
　　　　　　　　15791

笠懸野文化ホール
「群馬交響楽団 親と子ども
　のためのコンサート」係

この面には何も書かない
でください。

郵便往復はがき

往信

申し込む人の

　郵便番号
　住所・氏名

郵便往復はがき

返信 「群馬交響楽団 親と子ども
　のためのコンサート」
　入場を希望します。

　住　所
　氏　名
　年　齢
　電話番号

往
信
側

返
信
側
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市内各施設のイベント情報などをお知らせします。

皿休館日皿岩宿博物館、コノドント館、ＰＡＬ…月曜日（祝日の場合は翌日）　笠懸・大間々図書館…月曜日、祝日、３月30日㈮　

しています。
　今回は、その学習の様子や製作した作品などを
展示します。地元の「岩宿人」たちの作品を、ぜ
ひご覧ください。
期間　３月17日㈯～４月15日㈰
※カタクリさくらまつり（14ページ参照）期間
中の３月26日㈪は開館します。
会場　企画展示室

特別展示  東北地方の郷土玩具
　今月11日、東北
地方を中心に大き
な被害をもたらし
た東日本大震災か
ら１年を迎えます。
　今回の特別展示
では、東北の人た
ちの素朴な「願い」や「祈り」の込められた郷土
玩具を紹介します。
期間　３月10日㈯～25日㈰
会場　２階歴史展示室

第70回企画展　ぼくらの昭和30年代
～マモル少年のくらした農村風景～
　昭和30年代の農村風景を描いた楽しいイラス
トに合わせて、当時使われていた農機具や写真な
どを展示します。今回は、豊富な「モノ」に囲ま
れて育った現代の子どもたちが、おじいちゃんや
おばあちゃんの子ども時代の暮らしに親しみを感
じてくれることを願い、マモルという名前の１人
の少年に昭和の農
村を案内してもら
います。
　マモル少年と一
緒に、ちょっと昔
のノスタルジック
な世界へタイムトラベルしてみませんか。
期間　３月17日㈯～５月27日㈰
会場　企画展示室

カタクリさくらまつり協賛
岩宿ムラまつり
　岩宿博物館友の会会員が指導する体験コーナー
を多数用意します。見頃となるカタクリの花と一
緒に、古代の生活を体験してみませんか。
日時　３月25日㈰　午前10時～午後２時
会場　岩宿人の広場（岩宿博物館隣）
内容　石器作り（要予約）・まが玉作り・弓矢・
火おこし・粉ひきなどの体験、土器焼きの見学
（雨天中止）、古代料理試食など

みどり市内体験学習作品展　
岩宿人になろう
　市内の小学校、幼稚園、保育園の子どもたち

は、授業などで石
器や土器を作った
り、使ったりして
岩宿（旧石器）時
代をはじめとする
古代の生活を体験

三春駒

石器作り体験
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頭
頸
部
が
ん
ớ
咽
頭
が
ん
・
舌
が
ん

な
ど
Ờ
の
診
断
ỏ
手
術
ỏ
放
射
線
治
療

に
つ
い
て
の
講
演
で
す
Ố
事
前
の
申
し

込
み
は
不
要
で
す
の
で
ỏ
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
Ố

期
日
　
３
月
　
日
㈯
　

ùû

時
間
　
午
後
２
時
Ỗ
４
時

会
場
　
桐
生
厚
生
総
合
病
院
２
階
講
堂

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　
桐
生
厚
生
総
合
病
院

地
域
医
療
連
携
室
緯
　
７
１
５
０

（44）

　
基
本
コ
ồ
ス
の
ほ
か
に
も
ỏ
応
用

コ
ồ
ス
ỏ
実
践
コ
ồ
ス
も
あ
り
ま
す
Ố

申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
ỏ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
Ố

ừ
講
義
Ử

期
日
　
５
月
　
日
ỏ
８
月
　
日
ỏ
　
月

øù

ùü

ø÷

　
日
の
各
土
曜
日

ùþ
時
間
　
午
前
　
時
Ỗ
正
午

ø÷

会
場
　
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ồ

ớ
前
橋
市
新
前
橋
町
　
儿
　
Ờ
　

øú

øù

ừ
実
技
Ử

日
時
　

煙
昼
の
部
ộ
５
月
　
日
か
ら
　
月
２
日

øÿ

øø

ま
で
の
金
曜
日
ớ
期
日
中
に
５
日
間

休
み
Ờ
　
午
前
　
時
Ỗ
正
午

ø÷

煙
夜
の
部
ộ
５
月
　
日
か
ら
　
月
　
日

øû

ø÷

ùù

ま
で
の
月
曜
日
ớ
期
日
中
に
４
日
間

休
み
Ờ
　
午
後
７
時
Ỗ
９
時

ừ
共
通
事
項
Ử

対
象
　
県
内
在
住
で
全
日
程
受
講
で
き

次
に
該
当
す
る
人

煙
手
話
通
訳
者
認
定
試
験
を
受
験
す
る

意
志
が
あ
る

煙
市
町
村
が
実
施
す
る
手
話
奉
仕
員
養

成
講
座
ớ
入
門
・
基
礎
課
程
Ờ
を
修

了
す
る
な
ど
ỏ
聴
覚
障
が
い
者
と
手

話
で
日
常
会
話
が
で
き
る

会
場
　
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ồ

定
員
　
各
　
人
程
度
ớ
選
考
Ờ

ù÷

受
講
料
　
無
料
ớ
教
材
費
は
有
料
Ờ

申
込
期
間
　
３
月
　
日
㈮
Ỗ
４
月
３
日

ùú

㈫
ớ
必
着
Ờ

そ
の
他
　
４
月
　
日
㈫
に
選
考
を
実
施

øþ

し
ỏ
受
講
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
Ố

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
県
聴
覚
障
害

者
コ
ミ
ỿ
ニ
ケ
ồ
シ
ἀ
ン
プ
ラ
ザ
緯

０
２
７
ớ
２
５
５
Ờ
６
６
３
３

 国
税
専
門
官
採
用
試
験

受
験
資
格

煙
昭
和
　
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年

üþ

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

煙
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
ỏ
次
の
①
も
し
く
は
②
に
該

当
す
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平
成
　ùü

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

１
次
試
験
日
　
６
月
　
日
㈰

ø÷

申
込
期
間
　

煙
郵
送
ộ
４
月
２
日
㈪
・
３
日
㈫
ớ
消

印
有
効
Ờ

煙
イ
ン
タ
ồ
ネ
ỽ
ト
ộ
４
月
２
日
㈪
Ỗ

　
日
㈭
ớ
受
信
分
Ờ

øù
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
関
東
信
越
国

税
局
人
事
第
２
課
緯
０
４
８
ớ
６
０

０
Ờ
３
１
１
１

　
か
た
く
り
の
湯
利
用
者
証
は
ỏ
３
月

　
日
㈯
で
有
効
期
限
が
満
了
と
な
り
ま

úøす
Ố
期
限
後
も
利
用
す
る
場
合
は
ỏ
更

新
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
Ố

受
付
開
始
日
　
４
月
１
日
㈰

※
月
曜
日
休
館

時
間
　
午
前
　
時
Ỗ
午
後
８
時
　

ø÷

受
付
場
所
　
か
た
く
り
の
湯
窓
口

桐
生
厚
生
総
合
病
院
　
　

第
９
回
市
民
講
座

か
た
く
り
の
湯
利
用
者
証

更
新
の
お
知
ら
せ

手
話
通
訳
者
養
成
講
座
　

基
本
コ
ồ
ス
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持
参
す
る
物
　
現
在
所
持
し
て
い
る
利

用
者
証
ỏ
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険

証
な
ど
の
本
人
確
認
が
で
き
る
物

問
い
合
わ
せ
先
　
温
泉
施
設
か
た
く
り

の
湯
緯
　
１
１
２
６

（76）

　
県
内
各
地
で
実
施
さ
れ
る
交
通
安
全

活
動
な
ど
を
被
写
体
と
し
た
ủ
写
真
コ

ン
ク
ồ
ル
Ứ
を
実
施
し
ỏ
優
秀
作
品
を

交
通
事
故
防
止
活
動
用
ポ
ス
タ
ồ
な
ど

に
活
用
し
ま
す
Ố

　
写
真
の
規
格
ỏ
応
募
書
類
な
ど
詳
細

は
ỏ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

撮
影
期
間
　
平
成
　
年
　
月
１
日
Ỗ
平

ùú

ø÷

成
　
年
９
月
　
日

ùû

ú÷

撮
影
対
象
　
県
内
で
行
わ
れ
る
交
通
安

全
活
動
の
現
場
写
真

応
募
点
数
　
１
人
２
点
ま
で

応
募
方
法
　
地
区
交
通
安
全
協
会
を
窓

口
と
し
て
応
募
先
へ
期
間
内
ớ
９
月

１
日
㈯
Ỗ
　
月
８
日
㈪
Ờ
に
必
着

ø÷

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
群
馬
県
交
通

安
全
協
会
緯
０
２
７
ớ
２
５
２
Ờ
０

２
５
１

 献
血
に
ご
協
力
を

　
成
分
献
血
は
行
わ
ず
ỏ
２
０
０
悪
献

血
と
４
０
０
悪
献
血
の
み
で
す
Ố
献
血

カ
ồ
ド
ớ
献
血
手
帳
Ờ
を
お
持
ち
の
人

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
Ố

日
時
　
３
月
　
日
㈭
　
午
前
９
時
　
分

ùĀ

ú÷

Ỗ
正
午
ỏ
午
後
１
時
Ỗ
４
時

会
場
　
大
間
々
保
健
セ
ン
タ
ồ

問
い
合
わ
せ
先
　
群
馬
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ồ
緯
０
２
７
ớ
２
２
４
Ờ
２

１
１
８

 シ
ニ
ア
の
就
業
を
支
援

　
職
場
体
験
や
就
業
体
験
ỏ
ボ
ラ
ン

テ
ỹ
ア
活
動
に
関
す
る
体
験
型
講
座
ỏ

就
業
支
援
講
座
を
通
し
て
ỏ
就
業
や
社

会
参
加
が
で
き
る
よ
う
ỏ
相
談
・
支
援

を
行
い
ま
す
Ố

対
象
　
県
内
在
住
の
離
職
し
て
い
る
ỏ

ま
た
は
離
職
予
定
の
働
く
意
欲
の
あ

る
健
康
な
　
歳
以
上
の
人

üü

費
用
　
無
料

※
交
通
費
な
ど
の
実
費
が
掛
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
Ố

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
Ố

申
込
書
配
布
場
所
　
市
シ
ル
バ
ồ
人
材

セ
ン
タ
ồ

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
群
馬
県
シ
ル

バ
ồ
人
材
セ
ン
タ
ồ
連
合
会
緯
０
２

７
ớ
２
５
５
Ờ
６
４
０
０
　

　
３
月
下
旬
に
被
保
険
者
本
人
用
の
健

診
申
込
用
紙
と
パ
ン
フ
レ
ỽ
ト
が
勤
務

先
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
ỏ
受
診
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
Ố

　
配
偶
者
や
ご
家
族
で
健
診
の
対
象
と

な
る
人
に
は
ỏ
被
保
険
者
本
人
の
勤
務

先
に
ủ
特
定
健
康
診
査
受
診
券
Ứ
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
ỏ
勤
務
先
か
ら
受
け

取
り
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
Ố

　
な
お
ỏ
ủ
特
定
健
康
診
査
受
診
券
Ứ

は
ỏ
配
偶
者
や
ご
家
族
の
み
利
用
で
き

ま
す
ớ
被
保
険
者
本
人
の
健
診
に
受
診

券
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
Ờ
Ố

問
い
合
わ
せ
先
　
全
国
健
康
保
険
協
会

群
馬
支
部
緯
０
２
７
ớ
２
１
９
Ờ
２

１
０
４

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
桐
生

開
催
日
程

３３月【ナイターレース開催日】【ナイターレース開催日】
３３//７・８・９・10・７・８・９・10・1111
15・16・17・15・16・17・1818・・19・19・2020
４４//１・２・３・４・５・２・３・４・５

【場外発売日】【場外発売日】
３３//15・16・17・15・16・17・1818・・19・19・2020
（SG総理大臣杯）（SG総理大臣杯）
４/７・４/７・８（蒲郡周年・ナイター）（蒲郡周年・ナイター）

３月【ナイターレース開催日】
３/７・８・９・10・11
15・16・17・18・19・20
４/１・２・３・４・５

【場外発売日】
３/15・16・17・18・19・20
（SG総理大臣杯）
４/７・８（蒲郡周年・ナイター）

第
　
回
交
通
安
全
活
動
　

úø
写
真
コ
ン
ク
ồ
ル

協
会
け
ん
ぽ
加
入
者
へ
　

健
診
の
案
内
を
送
付
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高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
す
Ố

期
日
　
３
月
　
日
㈪

ùý

時
間
　
午
前
９
時
　
分
Ỗ
正
午

ú÷

会
場
　
笠
懸
老
人
憩
の
家

対
象
　
市
内
在
住
で
　
歳
以
上
の
人

ý÷

定
員
　
　
人
ú÷

参
加
費
　
１
０
０
円

申
込
期
限
　
３
月
　
日
㈪

øĀ

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
笠
懸
老
人
憩

の
家
緯
　
５
０
６
４

（76）

 国
民
年
金

ừ
公
的
年
金
は
支
え
合
い
の
制
度
Ử
　

　
公
的
年
金
は
ỏ
年
を
取
ỳ
た
と
き
や

万
が
一
ỏ
病
気
や
け
が
で
障
が
い
が

残
ỳ
た
と
き
の
た
め
に
ỏ
皆
さ
ん
が
加

入
し
て
保
険
料
を
出
し
合
う
こ
と
に
よ

り
ỏ
経
済
的
に
支
え
合
う
制
度
で
す
Ố

　
ま
た
ỏ
働
く
世
代
が
納
め
る
保
険
料

が
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
ủ
世
代
と

世
代
の
支
え
合
い
Ứ
の
仕
組
み
で
成
り

立
ỳ
て
い
る
ほ
か
ỏ
年
金
の
給
付
に
必

要
な
費
用
の
２
分
の
１
は
ỏ
国
の
負
担

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
Ố

　
こ
の
た
め
少
子
高
齢
化
や
ỏ
予
測
で

き
な
い
経
済
の
変
動
に
も
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
ỏ
将
来
に
わ
た
ỳ
て

同
じ
価
値
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
Ố

　
公
的
年
金
に
加
入
し
て
い
な
か
ỳ
た

り
ỏ
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
場
合
は

加
入
し
て
忘
れ
ず
に
保
険
料
を
納
め
ま

し
Ỷ
う
Ố

ừ
年
金
記
録
を
提
供
し
ま
す
Ử

　
日
本
年
金
機
構
で
は
ỏ
年
金
加
入
者

や
受
給
者
が
自
分
の
年
金
記
録
な
ど
を

イ
ン
タ
ồ
ネ
ỽ
ト
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
ủ
ね
ん
き
ん
ネ
ỽ
ト
Ứ
サ
ồ
ビ

ス
を
開
始
し
ま
し
た
Ố

　
市
役
所
で
も
ỏ
４
月
か
ら
年
金
記
録

を
印
字
し
た
上
ỏ
提
供
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
Ố

期
日
　
月
Ỗ
金
曜
日
ớ
祝
日
ỏ
年
末
年

始
を
除
く
Ờ

時
間
　
午
前
９
時
Ỗ
午
後
５
時

場
所
　
市
役
所
市
民
課
ớ
笠
懸
庁
舎
Ờỏ

大
間
々
市
民
生
活
課
ỏ
東
市
民
生
活

課
提
供
内
容
　
公
的
年
金
制
度
の
加
入
履

歴
と
納
付
状
況
ỏ
年
金
加
入
実
績
に

応
じ
た
年
金
額

持
参
す
る
物
　

煙
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
物
ớ
年
金

手
帳
ỏ
年
金
定
期
便
な
ど
Ờ

煙
運
転
免
許
証
ỏ
パ
ス
ポ
ồ
ト
な
ど
顔

写
真
付
き
の
本
人
確
認
が
で
き
る
物

煙
印
鑑

※
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
ỏ
委
任

状
も
必
要
に
な
り
ま
す
Ố

そ
の
他
　
共
済
年
金
加
入
中
の
人
は
ỏ

除
き
ま
す
Ố
ま
た
ỏ
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
も
一
部
利
用
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
Ố

問
い
合
わ
せ
先
　
市
役
所
市
民
課
緯
　（76）

０
９
７
２

　
県
内
で
は
ỏ
毎
年
約
５
０
０
人
が
自

ら
命
を
絶
ỳ
て
い
ま
す
Ố
亡
く
な
ỳ
た

人
の
多
く
が
ỏ
う
つ
病
な
ど
の
心
の
病

を
抱
え
て
い
ま
し
た
Ố

　
２
週
間
以
上
の
不
眠
が
ỏ
休
日
も
含

め
て
毎
日
続
く
と
き
は
ỏ
う
つ
病
の
サ

イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
Ố

　
な
お
ỏ
市
で
は
毎
月
ủ
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
Ứớ
日
程
な
ど
　
ペ
ồ
ジ
参
照
Ờ

ùþ

を
行
ỳ
て
い
ま
す
Ố
不
眠
な
ど
で
悩
ん

で
い
る
人
は
ỏ
ご
相
談
く
だ
さ
い
Ố

問
い
合
わ
せ
先
　
大
間
々
保
健
セ
ン
タ
ồ

緯
　
２
２
１
１

（72）
 ４
月
の
介
護
予
防
教
室

　
　
歳
以
上
で
会
場
ま
で
来
ら
れ
る

ýü
人
が
対
象
で
す
Ố

○
笠
懸
地
区
ụ
元
気
サ
ロ
ン
Ủ

期
日
・
会
場
ớ
各
公
民
館
Ờ
　
４
月
３

日
㈫
ớ
７
区
Ờ
・
４
日
㈬
ớ
３
区
Ờ・

　
日
㈫ớ
５
区
Ờ・
　
日
㈬ớ
４
区
Ờ・

ø÷

øø

　
日
㈮
ớ
１
区
Ờ
・
　
日
㈮
ớ
２
区
Ờ

øú

ùþ

時
間
　
午
前
　
時
Ỗ
　
時
　
分

ø÷

øø

ú÷

問
い
合
わ
せ
先
　
市
社
会
福
祉
協
議
会

　屋外広告物とは、常時また
は一定期間継続し、屋外で公
衆に対して表示する看板・
立看板・張り紙・張り札・広
告塔・広告板・屋上広告物・
壁面広告物などを指します。
　屋外広告物を表示する場合
は、県の条例により知事の許可が必要ですので、必
ず申請を行ってください。
許可基準　設置場所、面積など許可基準が定められ
ています。詳しくは、お問い合わせください。

許可手数料　種類や面積、個数により金額が異なり
ます（県証紙により納付）。

屋外広告業の登録   県内で「屋外広告業」を営む場
合は、県知事の登録が必要です（前橋市・高崎市
を除く）。また、屋外広告物を設置しようとする
場合は、必ず登録業者に依頼してください。

申請・問い合わせ先　桐生土木事務所緯（53）0121

‐看板・張り紙・広告板など‐３
月
は
自
殺
対
策
　
　
　

強
化
月
間
で
す

許可のない

笠
懸
老
人
憩
の
家
　
　
　

カ
ラ
オ
ケ
大
会

屋外広告物の表示は許可が必要です
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本
所
緯
　
４
１
１
１

（76）

○
大
間
々
地
区
ụ
い
き
い
き
教
室
Ủ

期
日
・
会
場
　
４
月
　
日
㈮
ớ
い
き
い

ùþ

き
セ
ン
タ
ồ
Ờ

時
間
　
午
前
　
時
Ỗ
　
時
　
分

ø÷

øø

ú÷

問
い
合
わ
せ
先
　
市
社
会
福
祉
協
議
会

大
間
々
支
所
緯
　
４
０
５
４

（72）

○
東
地
区
ụ
遊
ビ
リ
サ
ロ
ン
Ủ

　
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
Ố

期
日
・
地
区
　
４
月
　
日
㈪
ớ
草
木
Ờ・

øý

　
日
㈬
ớ
花
輪
３
区
Ờ・
　
日
㈮
ớ
花

øÿ

ù÷

輪
１
区
Ờ・
　
日
㈪
ớ
小
夜
戸
Ờ・
　

ùú

ùü

日
㈬
ớ
沢
入
Ờ

時
間
　
午
前
　
時
Ỗ
午
後
１
時

ø÷

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
社
会
福
祉

協
議
会
東
支
所
緯
　
２
８
２
８

（97）

　
就
職
先
が
決
ま
ら
な
い
ま
ま
卒
業
し

た
人
な
ど
に
対
し
て
ỏ
正
社
員
と
し
て

の
就
職
を
支
援
し
ま
す
Ố

対
象
　
高
校
ỏ
大
学
な
ど
を
卒
業
後
ỏ

お
お
む
ね
３
年
以
内
の
未
就
職
者

※
平
成
　
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
未
内

ùû

定
者
を
含
む

雇
用
予
定
人
数
　
１
６
０
人
ớ
選
考
Ờ

内
容
　
県
内
企
業
で
の
有
期
雇
用
ớ
６

カ
月
間
Ờ
を
通
じ
て
ỏ
技
能
や
資
格

を
身
に
付
け
正
規
雇
用
に
つ
な
げ
る

費
用
　
無
料

申
込
期
限
　
４
月
　
日
㈮

ùþ

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
群
馬
県
若
者

就
職
支
援
セ
ン
タ
ồ
緯
０
２
７
ớ
３

３
０
Ờ
４
５
１
０

　
福
祉
サ
ồ
ビ
ス
の
利
用
者
が
適
切
な

サ
ồ
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
ỏ
利
用

者
か
ら
の
苦
情
な
ど
を
受
け
付
け
ỏ
解

決
に
向
け
て
助
言
を
行
ỳ
て
い
ま
す
Ố

期
日
　
月
Ỗ
金
曜
日
ớ
祝
日
を
除
く
Ờ

時
間
　
午
前
９
時
Ỗ
午
後
５
時

対
象
　
サ
ồ
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
本

人
・
家
族
ỏ
ま
た
は
利
用
者
の
様
子

を
よ
く
知
ỳ
て
い
る
人
ớ
民
生
委
員・

児
童
委
員
ỏ
関
係
職
員
な
ど
Ờ

費
用
　
無
料

内
容
　
高
齢
者
ỏ
障
が
い
の
あ
る
人
ỏ

児
童
な
ど
の
入
所
施
設
や
在
宅
福
祉

サ
ồ
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
の
受
け
付

け
な
ど

そ
の
他
　
相
談
は
匿
名
で
も
構
い
ま
せ

ん
が
ỏ
内
容
に
よ
り
匿
名
で
は
対
応

が
難
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
Ố

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
サ
ồ
ビ

ス
運
営
適
正
化
委
員
会
ớ
前
橋
市
新

前
橋
町
　
儿
　
　
県
社
会
福
祉
総
合

øú

øù

セ
ン
タ
ồ
内
Ờ
緯
０
２
７
ớ
２
５
５
Ờ

６
６
６
９
　

 子
育
て
サ
ロ
ン
の
休
館

　
小
学
校
の
春
休
み
期
間
中
は
ỏ
児
童

が
終
日
使
用
す
る
た
め
ỏ
休
館
に
な
り

ま
す
Ố

期
間
　
３
月
　
日
㈮
Ỗ
４
月
　
日
㈰

ùú

øü

問
い
合
わ
せ
先
　
第
１
親
老
児
童
館
緯

　
６
０
４
６
ỏ
市
社
会
福
祉
協
議
会

（76）本
所
緯
　
４
１
１
１

（76）

 県
営
住
宅
入
居
者
募
集

入
居
資
格
　
現
在
住
宅
に
困
ỳ
て
い
る

人
で
親
族
と
入
居
す
る
予
定
の
人
ỏ

ま
た
は
単
身
の
高
齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
人
ớ
収
入
制
限
が
あ
り
ま
す
Ờ

入
居
可
能
日
　
７
月
１
日
㈰

募
集
団
地
な
ど
　
募
集
案
内
ま
た
は
県

住
宅
供
給
公
社
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
Ố
　

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
を
郵
送

申
込
期
間
　
４
月
１
日
㈰
Ỗ
　
日
㈰

øü

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所
　
県

住
宅
供
給
公
社
ỏ
県
土
木
事
務
所
ỏ

市
役
所
建
設
課

そ
の
他
　
入
居
者
は
公
開
抽
選
で
選
定

し
ま
す
Ố
一
部
の
住
宅
に
つ
い
て
は

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
の

で
ỏ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

問
い
合
わ
せ
先
　
県
住
宅
供
給
公
社
緯

０
２
７
ớ
２
２
３
Ờ
５
８
１
１

 猫
の
適
正
飼
養
の
お
願
い

　
平
成
　
年
度
ỏ
県
内
で
２
⁌
５
８
６

ùù

匹
の
猫
が
致
死
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
Ố

そ
の
中
の
２
⁌
１
０
３
匹
が
子
猫
で
ỏ

飼
い
主
か
ら
引
き
取
り
を
依
頼
さ
れ
た

り
ỏ
捨
て
ら
れ
た
り
し
て
い
ま
す
Ố
他

に
も
ỏ
年
間
約
７
⁌
０
０
０
匹
以
上
の

猫
が
交
通
事
故
で
死
亡
し
て
い
ま
す
Ố

　
猫
の
致
死
処
分
や
交
通
事
故
死
な
ど

の
数
を
減
ら
す
た
め
ỏ
次
の
こ
と
に
注

意
し
ỏ
適
正
な
飼
養
を
お
願
い
し
ま
す
Ố

煙
交
通
事
故
や
感
染
症
予
防
の
た
め
に

室
内
で
飼
養
す
る

煙
繁
殖
制
限
な
ど
の
た
め
に
不
妊
・
去

勢
手
術
を
受
け
る

煙
屋
外
に
逃
げ
出
し
た
と
き
の
た
め
に

迷
子
札
や
ủ
マ
イ
ク
ロ
チ
ỽ
プ
Ứ
を

装
着
さ
せ
る
な
ど
す
る

煙
飼
い
始
め
た
猫
は
最
期
ま
で
飼
う

問
い
合
わ
せ
先
　
桐
生
保
健
福
祉
事
務

所
緯
　
４
１
３
１

（üú）

桐生市通信

このコーナーでは、桐生市からのお知らせを掲載しています。

吾妻公園チューリップまつり
　吾妻公園に咲く12,000球のチューリップをお楽
しみください。
　期間中の４月８日
㈰には、茶会（参加
費：500円）もあり
ますので、ぜひお出
掛けください。
問い合わせ先　
　桐生スケートセンター緯（44）9317
※火・水曜日は休み

未
就
職
卒
業
者
の
　
　
　

再
チ
Ỿ
レ
ン
ジ
を
応
援

４月７日㈯～22日㈰

福
祉
サ
ồ
ビ
ス
利
用
者
の

苦
情
解
決
制
度
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右
の
写
真
は
ỏ
昭
和
　
年
ø÷

代
に
撮
影
さ
れ
た
ボ
ン
ネ
ỽ

ト
バ
ス
で
す
Ố
左
端
に
は
ỏ

み
ど
り
市
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
る
小
平
の
大

ス
ギ
が
見
え
ま
す
Ố
当
時
ỏ

新
大
間
々
駅
ớ
現
在
の
赤
城

駅
Ờ
と
小
平
の
間
に
路
線
バ

ス
が
運
行
し
て
い
ま
し
た
Ố

　
ま
た
ỏ
中
央
に
は
車
掌
と

思
わ
れ
る
女
性
が
写
ỳ
て
い

ま
す
Ố
昭
和
　
年
代
後
半
頃

û÷

ま
で
は
ỏ
こ
う
し
た
女
性
車

掌
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ỏ
乗

車
券
の
販
売
や
乗
客
の
安
全

確
保
ỏ
発
車
合
図
な
ど
を
主

な
業
務
に
し
て
い
ま
し
た
Ố

か
つ
て
ỏ
市
内
で
は
岩
宿
・

大
間
々
間
ỏ
大
間
々
・
桐
生

間
な
ど
多
く
の
路
線
バ
ス
が

あ
り
ま
し
た
が
ỏ
高
度
経
済

成
長
期
に
マ
イ
カ
ồ
が
普
及

す
る
と
ỏ
バ
ス
の
利
用
者
は

徐
々
に
減
少
し
ỏ
合
併
時
に

は
数
路
線
を
残
す
の
み
と

な
ỳ
て
い
ま
し
た
Ố

　
平
成
　
年
３
月
ỏ
笠
懸
・

ùø

大
間
々
地
区
で
は
公
共
交
通

の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
を

狙
い
に
ỏ
定
時
定
路
線
バ
ス

が
廃
止
と
な
り
ỏ
ủ
電
話
で

バ
ス
Ứ
と
い
う
名
称
の
新
し

い
運
行
方
式
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
Ố
こ
の
ủ
電
話
で
バ

ス
Ứ
は
ỏ
乗
り
た
い
時
に
電

話
予
約
す
る
こ
と
で
ỏ
希
望

の
バ
ス
停
で
乗
り
降
り
で
き

る
便
利
な
バ
ス
と
し
て
現
在

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
Ố

ボ
ン
ネ
ỽ
ト
バ
ス

と
き
に
症
状
を
説
明
し
な
が
ら
ủ
こ
れ

は
何
の
病
気
か
ね
？
Ứ
ỳ
て
ỏ
私
に
聞

く
ん
で
す
Ố
ま
だ
ỏ
そ
ん
な
こ
と
相
談

さ
れ
て
も
ộ
と
ỏ
困
ỳ
て
し
ま
ỳ
た
の

で
す
が
ỏ
当
て
に
さ
れ
て
う
れ
し
い
気

持
ち
も
あ
り
ま
す
Ố
も
ỳ
と
経
験
を
積

ん
で
ỏ
応
え
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
Ố

働
き
な
が
ら
学
べ
て
良
か
ỳ
た

　
仕
事
と
学
校
の
両
立
は
ỏ
大
変
そ
う

に
み
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
ỏ
学
校

で
習
ỳ
た
こ
と
が
ỏ
す
ぐ
に
仕
事
に
つ

な
が
る
の
で
ỏ
学
ぶ
意
味
を
実
感
し
や

す
い
で
す
ね
Ố
学
校
の
友
達
も
皆
ỏ
午

前
中
は
あ
ち
こ
ち
の
病
院
で
働
い
て
い

る
の
で
ỏ
い
ろ
い
ろ
な
話
が
聞
け
て
楽

し
い
で
す
Ố
同
じ
よ
う
に
新
米
看
護
師

と
し
て
ỏ
悩
ん
だ
り
し
な
が
ら
働
い
て

い
る
友
達
と
の
会
話
で
ỏ
励
ま
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
ん
で
す
よ
Ố

　
職
場
の
先
輩
方
は
ỏ
患
者
さ
ん
を
き

め
細
か
く
見
て
い
て
ỏ
と
て
も
尊
敬
で

き
ま
す
Ố
将
来
は
先
輩
の
よ
う
に
ỏ
患

者
さ
ん
に
優
し
く
ỏ
明
る
く
ỏ
頼
れ
る

看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
ね
Ố

子
ど
も
の
頃
か
ら
の
憧
れ

　
看
護
師
に
な
る
こ
と
は
小
学
生
の
と

き
か
ら
の
夢
で
し
た
Ố
き
ỳ
か
け
と
い

う
の
は
特
に
な
い
の
で
す
が
ỏ
な
ぜ
か

迷
ỳ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
Ố

　
高
校
卒
業
後
ỏ
准
看
護
学
校
へ
２
年

間
通
ỳ
て
資
格
を
取
り
ま
し
た
Ố
昨
年

４
月
か
ら
は
ỏ
午
前
中
准
看
護
師
と
し

て
病
院
で
働
き
ỏ
午
後
は
正
看
護
師
の

資
格
を
取
る
た
め
の
学
校
に
通
ỳ
て
い

ま
す
Ố
こ
こ
で
３
年
間
学
ん
で
国
家
試

験
に
合
格
す
れ
ば
ỏ
晴
れ
て
正
看
護
師

に
な
れ
ま
す
Ố

家
族
の
応
援
に
支
え
ら
れ
て

　
ま
だ
ủ
准
Ứ
が
付
き
ま
す
が
ỏ
私
が

看
護
師
と
し
て
働
け
る
よ
う
に
な
ỳ
た

こ
と
を
ỏ
家
族
も
と
て
も
喜
ん
で
く
れ

て
い
ま
す
Ố
子
ど
も
の
頃
は
引
ỳ
込
み

思
案
で
ỏ
両
親
に
は
心
配
を
掛
け
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
Ố
看
護
師
は
人
と
触
れ

合
う
仕
事
だ
か
ら
ỏ
今
は
ỏ
元
気
の
良

い
友
達
を
見
習
ỳ
て
ỏ
人
見
知
り
を
克

服
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
Ố

　
最
近
ỏ
祖
母
が
少
し
体
調
を
崩
し
た

（20歳　笠懸町） 家住  美沙 さん
い え ず み

迷いなく歩んできた
看護師への道

共に働く看護学校の同級生と
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私の
岩手県北上市

クラブ紹介

人々の祈りを込めた鬼剣舞人々の祈りを込めた鬼剣舞

　
私
た
ち
は
ỏ
南
米
ア
ン
デ

ス
山
脈
の
先
住
民
に
伝
わ
る

民
族
音
楽
供
フ
Ỽ
ル
ク
ロ
ồ

レ
僑
の
グ
ル
ồ
プ
で
す
Ố

　
平
成
　
年
に
笠
懸
公
民
館

øü

で
仲
間
を
募
り
ỏ
ケ
ồ
ナ
と

い
う
美
し
い
音
色
の
縦
笛
の

練
習
か
ら
始
め
ま
し
た
Ố
今

は
ỏ
細
長
い
管
を
音
階
順
に

並
べ
た
サ
ン
ポ
ồ
ニ
Ỿ
ỏ
小

さ
な
　
弦
楽
器
チ
Ỿ
ラ
ン
ゴ
ỏ

ø÷

羊
の
爪
を
布
に
縫
い
付
け
た

チ
Ỿ
フ
チ
Ỿ
ス
な
ど
の
代
表

的
な
民
俗
楽
器
も
交
え
ỏ
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
施
設

な
ど
で
演
奏
し
て
い
ま
す
Ố

　
毎
年
　
月
に
は
ỏ
福
島
県

ø÷

川
俣
町
で
連
日
３
日
間
ỏ
全

国
各
地
か
ら
１
５
０
以
上
の

グ
ル
ồ
プ
が
集
ま
る
大
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
Ố
そ

こ
で
演
奏
す
る
曲
を
課
題
曲

と
し
て
１
年
間
練
習
を
重
ね

て
い
き
ま
す
Ố
毎
年
２
曲
覚

え
る
の
で
ỏ
レ
パ
ồ
ト
リ
ồ

も
だ
い
ぶ
増
え
て
き
ま
し
た

ね
Ố
現
在
取
り
組
む
課
題
曲

は
い
ず
れ
も
歌
付
き
Ố
音
程

の
取
り
方
が
難
し
い
の
で
ỏ

プ
ロ
の
演
奏
や
歌
声
を
ビ
デ

オ
な
ど
で
研
究
中
で
す
Ố

　
フ
Ỽ
ル
ク
ロ
ồ
レ
の
魅
力

は
ỏ
個
性
的
な
楽
器
と
歌
ỳ

て
踊
れ
る
と
こ
ろ
Ố
食
事
を

し
た
り
お
酒
を
飲
ん
だ
り
し

な
が
ら
楽
し
む
の
が
南
米
ス

タ
イ
ル
で
す
Ố
ノ
リ
の
い
い

曲
が
ほ
と
ん
ど
で
ỏ
自
然
と

入
り
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
Ố

ア
ン
デ
ス
音
楽
を
楽
し
む
会

ớ
代
表
　
 五
十
木
  栄
子
 さ
ん
Ờ

い

そ

ぎ

　
美
し
い
ケ
ồ
ナ
の
響
き

　
歌
ỳ
て
踊
れ
る
民
俗
音
楽

ています。踊り手が皆息を切らすぐらいの非常に激
しい動きで、約20以上の伝承の系統があり、それ
ぞれ少しずつ踊りや衣装が異なります。中でも国指
定重要無形民俗文化財にも指定されている「岩﨑鬼
剣舞」は、勇壮で私も大好きです。鬼剣舞のお 囃子 

はやし

がテレビから聞こえてくることがあると、身震いが
して思わず画面に見入ってしまいますね。仕事を定
年退職してからは、趣
味で鬼剣舞の面を彫っ
ています。父親が大工
の棟梁だった影響もあ
るのでしょうか。
　鬼剣舞の踊りには、人々
の平和などへの念、祈りが
込められています。岩手県
沿岸は、震災で甚大な被害
を受けました。鎮魂と復興
への思いはやみません。

　北上市は人口約94,000人。工業団地が林立し、
流通・工業都市として発展を続けているまちです。
　私が高校卒業まで住んでいたのは、平成３年に北
上市と合併した 江釣子 村という稲作の農地が広がる

えづりこ

のどかな所でした。あぜ道では蛍も見たものです。
江釣子の語源はアイヌ語で「神々の遊ぶ所」を意味
するといわれています。実家があるのでよく帰省し
ますが、東北自動車道北上江釣子インターチェンジ
ができてからは、幹線道路が整備され、大型商業店
舗も進出し、風景が一変しましたね。
　北上市周辺は、古くから鬼（仏の化身）のような
面を着けて踊る「 鬼剣舞 」が民俗芸能として伝わっ

おにけんばい

髙橋 英隆さん
（笠懸町）

鬼剣舞

▲
髙
橋
さ
ん
作
製
の

▲
髙
橋
さ
ん
作
製
の
面面
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Topics

  フォト・トピックス
 フォト・トピックス
 フォト・トピックス

加 加加加加加加加加加加加加加
　２月18日、桐生市と合同で石造物をバスで巡るツアー
を開催しました。みどり市では市指定重要文化財の 来  迎  阿 

らい ごう あ

 弥  陀 
み だ

 三 
さん

 尊 
ぞん

 笠 
かさ

 塔 
とう

 婆 などを、桐生市では国指定重要文化財の山
ば

上多重塔などを見学し、両市の歴史を学びました。

桐生市・みどり市連携交流事業

石造物巡りで歴史探訪

加 加加加加加加加加加加加加加

大切な文化財を火災から守るため

文化財防火訓練を実施

　１月28日、国登録有形文化財の旧花輪小学校で防火訓
練を行いました。ポンプ車やはしご車からの放水訓練のほ
か、地域の市民で組織する施設管理委員会が、通報や避難
誘導、初期消火などの訓練に取り組みました。

加 加加加加加加加加加加加加加
　２月３日の節分の日、市内の保育園・幼稚園で豆まきが
行われました。神明宮では、大間々町内の保育園・幼稚園
児が招待され、お菓子の入った袋をまきました。
　また、笠懸第１・第２保育園では、手作りの鬼のお面を
かぶった年長さんに向かって、元気良く豆をまきました。

元気な良い子になれますように

保育園・幼稚園児が豆まき

笠懸第１保育園

笠懸第２保育園

神明宮（大間々町）
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 フォト・トピックス
 フォト・トピックス

加 加加加加加加加加加加加加加

３万株のフクジュソウが開花

春の訪れを知らせる

　大間々町上神梅の鏑木章司さんの畑では、フクジュソウ
の黄色い花が一面に咲き並び、観賞する人たちに春の訪れ
を知らせました。今年は寒さの影響で２週間ほど開花が遅
れたため、３月中旬頃まで楽しめそうです。

　２月18日、福岡西小学校で、６年生とのお別れ会を兼ね
て、１年間の学習の成果を発表しました。今年は６年生と
の別れだけでなく、閉校する母校への思いも込めて、劇や
歌、研究発表など力いっぱいに披露しました。

加 加加加加加加加加加加加加加

大切な思い出の1ページに

福西小で最後の学習発表会

２月21日撮影

１年生による劇「大きなかぶ」

加 加加加加加加加加加加加加加
　１月23日・29日、２月６日に開催の災害ボランティア
講座では、初日に地震防災についての講義を受けたほか、
２日目には、埼玉県防災学習センターを見学し、地震や強
風などの擬似体験をしました。最終日は、災害時における
ボランティア活動の心構えについて学びました。

災害ボランティア講座

いざというときの備えを学ぶ

２月６日（笠懸保健センター） １月29日（埼玉県防災学習センター）

地震疑似体験

火災避難疑似体験
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●笠懸保健センター　 ☎（76）2510
●大間々保健センター ☎（72）2211
●東支所　　　　　　 ☎（76）0984

問い合わせ先

各
種
検
診
受
診
シ
ồ
ル
を
発
送

　
平
成
　
年
度
各
種
検
診
の
受
診

ùû

シ
ồ
ル
と
日
程
表
を
ỏ
３
月
中
に

対
象
者
全
員
へ
郵
送
し
ま
す
Ố
受

診
シ
ồ
ル
は
大
切
に
保
管
し
ỏ
検

診
を
受
け
る
と
き
は
ỏ
必
ず
お
持

ち
く
だ
さ
い
Ố

　
転
居
な
ど
で
届
か
な
い
場
合
や

検
診
に
つ
い
て
の
疑
問
な
ど
は
ỏ

各
保
健
セ
ン
タ
ồ
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
Ố

胃
・
大
腸
が
ん
検
診
を
実
施

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
Ố
受
診

シ
ồ
ル
を
持
参
の
上
ỏ
直
接
検
診

会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
Ố

ừ
大
腸
が
ん
検
診
Ử
　

　
事
前
に
採
便
容
器
を
配
布
し
ỏ

胃
が
ん
検
診
の
会
場
で
回
収
し
ま

す
Ố
採
便
容
器
の
受
け
取
り
と
提

出
は
代
理
の
人
で
も
構
い
ま
せ
ん
Ố

対
象
者
　

煙
　
歳
か
ら
　
歳
で
平
成
　
年
度

ù÷

úÿ

ùû

中
に
偶
数
年
齢
に
な
る
人

煙
　
歳
以
上
の
人
ớ
昭
和
　
年
３

û÷

ûÿ

月
　
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
Ờ

úø

自
己
負
担
金
　
５
０
０
円
ớ
容
器

配
布
日
に
支
払
い
※
返
金
不
可
Ờ

ừ
胃
が
ん
検
診
Ử
　

　
問
診
と
胃
部
エ
ỽ
ク
ス
線
撮
影

ớ
バ
リ
ウ
ム
検
査
Ờ
を
行
い
ま
す
Ố

対
象
者
　
　
歳
以
上
の
人
ớ
昭
和

û÷

　
年
３
月
　
日
ま
で
に
生
ま
れ

ûÿ

úø

た
人
Ờ

自
己
負
担
金
　
１
⁌
０
０
０
円

※
両
方
の
が
ん
検
診
と
も
　
歳
以

þ÷

上
の
人
は
無
料
Ố
生
活
保
護
世

帯
の
人
・
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
は
申
請
に
よ
り
無
料

受
け
る
と
た
ま
る
　
　
　
　
　
　

ủ
が
ん
検
診
ポ
イ
ン
ト
カ
ồ
ド
Ứ

　
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
ポ
イ
ン

ト
が
た
ま
る
と
健
康
グ
ỽ
ズ
と
交

換
で
き
ま
す
Ố
検
診
の
案
内
封
筒

に
ポ
イ
ン
ト
カ
ồ
ド
が
印
刷
し
て

あ
り
ま
す
の
で
ỏ
検
診
を
受
け
る

と
き
は
ỏ
封
筒
ご
と
お
持
ち
く
だ

さ
い
Ố

　
次
の
予
防
接
種
が
済
ん
で
い
な

い
人
は
ỏ
予
診
票
と
母
子
健
康
手

帳
を
持
参
の
上
ỏ
予
防
接
種
協
力

医
療
機
関
で
期
限
ま
で
に
接
種
し

て
く
だ
さ
い
Ố
予
診
票
が
な
い
場

合
は
ỏ
各
保
健
セ
ン
タ
ồ
で
再
発

行
し
ま
す
Ố

　
な
お
ỏ
予
防
接
種
を
受
け
る
際

は
ỏ
母
子
健
康
手
帳
で
接
種
記
録

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
Ố

煙
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
対
象

２
期
ộ
小
学
校
就
学
前
１
年
間

３
期
ộ
中
学
１
年
生
　

４
期
ộ
高
校
３
年
生
相
当
の
人

煙
二
種
混
合
対
象
　
小
学
６
年
生

接
種
期
限
　
３
月
　
日
㈯

úø

　
申
請
に
必
要
な
書
類
の
配
布
や

申
し
込
み
ỏ
問
い
合
わ
せ
は
ỏ
各

保
健
セ
ン
タ
ồ
で
行
ỳ
て
い
ま
す
Ố

　
特
定
不
妊
治
療
を
行
う
予
定
の

人
は
ỏ
県
の
助
成
事
業
へ
の
申
請

を
先
に
行
ỳ
て
く
だ
さ
い
Ố

助
成
対
象
　
医
師
が
認
め
た
医
療

保
険
診
療
お
よ
び
医
療
保
険
適

用
外
の
不
妊
治
療
ớ
申
請
に
関

わ
る
文
書
作
成
料
な
ど
は
助
成

対
象
外
Ờ
※
医
療
機
関
の
指
定

は
あ
り
ま
せ
ん
Ố

助
成
要
件
　
次
の
全
て
に
該
当
す

る
人

煙
法
律
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
夫
婦

煙
申
請
の
１
年
以
上
前
か
ら
市
内

に
住
所
を
有
す
る

煙
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

煙
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
滞

納
が
な
い

助
成
内
容

煙
助
成
額
は
ỏ
当
該
年
度
内
の
不

妊
治
療
に
要
す
る
負
担
額
の
２

分
の
１
と
し
ỏ
上
限
は
年
額
　ø÷

万
円

煙
申
請
は
１
年
度
に
つ
き
１
回
と

し
ỏ
通
算
３
回
ま
で

申
請
期
間
　
平
成
　
年
度
に
治
療

ùú

を
実
施
し
た
も
の
は
ỏ
平
成
　ùû

年
３
月
　
日
㈮
ま
で

ú÷

予
防
接
種
の
ご
案
内

各
種
検
診
通
知
発
送
と

胃
・
大
腸
が
ん
検
診

不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　花粉症は、花粉に対し
て人間の体が起こすアレ
ルギー反応です。根本的
な解決は難しいですが、
症状を悪化させないため
に、睡眠をよく取り体調
を整えること、また鼻の粘膜を正常に保つ
ために、お酒の飲み過ぎや、喫煙を控える
ことも大切です。
　現在花粉症でない人も、たくさんの花粉
が体内に入ると花粉に対する抗体が多くな
り、その結果、花粉症を発症しやすくなる
ので注意が必要です。マスクや眼鏡は体内
に入る花粉を減少させてくれます。
　症状がひどいときは、耳鼻咽喉科、眼科
など医療機関の受診をお勧めします。

つらい花粉症の季節です…

大腸がん検診の採便容器
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襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

消費者相談
期日　毎週月～金曜日（祝日を除く）
時間　午前９時～正午、午後１時～４時
会場　消費生活センター緯（76）0987
（大間々庁舎１階）

子どもたちの教育に関する相談 
（児童・生徒・保護者向け）
期日　毎週月～金曜日
時間　午前９時～午後５時
会場　教育研究所 電話教育相談室
　　緯（73）1110
※来所相談の場合もまずはお電話で

心配ごと相談・行政相談・人権相談
笠懸会場（笠懸老人憩の家）
期日　３月26日㈪、４月５日㈭
時間　午前９時～午後３時
問い合わせ先　社会福祉協議会笠懸本所
緯（76）4111

大間々会場（厚生会館）
日時　４月16日㈪　午後１時～３時　
問い合わせ先　社会福祉協議会大間々支
所緯（72）4054
東会場（高齢者生活福祉センター）
日時　４月10日㈫　午後１時～３時
問い合わせ先　社会福祉協議会東支所緯
（97）2828

　精神科医師による相談です。
期日　３月15日㈭、４月19日㈭
時間　午後１時30分～５時
会場・予約・問い合わせ先　
大間々保健センター緯（72）2211

桐生保健福祉事務所の相談
会場　桐生保健福祉事務所（桐生市相生
町）緯（53）4131

《子育てこころの相談》
期日　毎月１回（不定期）※要予約
《精神保健福祉相談》
期日　毎月第２金曜日 ※要予約
時間　午前10時～正午

無料人権相談（人権擁護委員相談）
期日　毎週木曜日（祝日を除く）
時間　午後１時～４時
会場　前橋地方法務局桐生支局緯（44）
3526

高齢者相談
期日　毎月第３水曜日
時間　午前10時30分～正午
会場　笠懸老人憩の家
問い合わせ先　社会福祉協議会笠懸本所
緯（76）4111

法律相談(弁護士相談）※予約制
東会場（高齢者生活福祉センター）
日時　４月10日㈫　午後１時～３時
問い合わせ先　社会福祉協議会東支所緯
（97）2828

桐生市の法律相談（弁護士相談）

こころの健康相談※予約制

料無 相 談

期日　３月22日㈭・29日㈭、４月５日
㈭・12日㈭
時間　午前10時～正午（４月５日は午後
１時～３時を追加）
会場　桐生市役所2階  市民相談室
定員　１日あたり７人（先着順）※４月５
日は14人
予約受付　午前９時～午後４時（土・日
曜日、祝日を除く）桐生市役所緯（46）
1111内線355・503

みどり市障がい者相談支援室
日時　毎週月～金曜日（電話相談※水曜
日のみ来所による相談も可）
時間　午前10時～午後４時
会場　障害者福祉センターつばさ
問い合わせ先　みどり市障がい者相談支
援室緯（76）4700

休 日 当 番 医 休日当番接骨院

※休日当番医・接骨院は、都合により変更する場合もあります。確認してお出掛けください。

毅桐生市歯科医師会館（桐生市堤町3‐3‐2）
　午前10時～午後３時　緯（45）1397
毅太田新田歯科医師会館（太田市新井町516‐8）
　午前10時～午後１時　緯0276（45）7320

休日歯科診療所

（44）5930内児婦新宿１新宿医院
３/18㈰ （45）2072内川岸町林内科医院

（44）5066外整仲町２こんどう整形外科医院
（73）2211外内児大間々町恵愛堂病院

３/20㈫
（53）1170整相生町５鈴木整形外科クリニック
（77）1100内児笠懸町寺田内科小児科医院
（22）7777内本町４藤江醫院
（20）2250整新里町えだくに整形外科
（53）7711外内眼相生町５高木病院

３/25㈰ （20）7780児新宿３おのこどもクリニック
（43）7757内堤町３権守内科医院　
（22）4068外内本町３東郷医院
（76）6311内外整笠懸町東邦病院

４/１㈰ （65）8157内児川内町２大村医院
（54）1350外眼広沢町２桐生クリニック
（53）8531産婦相生町２高橋産婦人科医院
（47）3014内東５石川内科クリニック

４/８㈰ （52）8289児広沢町４藤田小児科医院
（70）7610内消呼循児笠懸町松井内科医院
（30）7577泌内児大間々町きたむらクリニック
（53）7711外内眼相生町５高木病院

４/15㈰ （54）5012内児広沢町２田中医院
（74）8439内新里町星野醫院
（76）8840整内笠懸町笠木医院

（77）1156笠懸町武井接骨院３/18㈰ （32）1878梅田町１中村接骨院
（44）7577境野町４新井接骨院３/20㈫ （76）5914笠懸町笠懸中央接骨院
（44）7230浜松町２坂口接骨院３/25㈰ （72）2082大間々町高柳接骨院
（43）1713境野町２高田接骨院４/１㈰ （43）8574新宿１さいとう接骨院
（46）3741新宿１鈴木接骨院４/８㈰ （77）2112笠懸町くぼづか接骨院
（43）6571本町３かしわせ接骨院４/15㈰ （65）5125川内町４ふえき接骨院

毅桐生メディカルセンター（桐生市元宿町18‐2）
　午後７時30分～10時30分　緯（47）2501

 平日夜間急病診療所（小児科・内科）
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ほんのり梅色ごはん

米 …………………………………

黒豆（乾燥） …………………

合わせ酢

　　酢 …………………………

　　砂糖 …………………………

　　塩 ………………………

青み …………………………………………

２合(280g)

カップ１／４(35g)

大さじ３(45ml)

小さじ２(6g)

小さじ１／２(2g)

少々

米は洗って分量通りの水に浸しておく。
黒豆はさっと洗って水気を切り、フライパンで弱め
の中火にして、約10分、皮がはじけるまでいる。
炊飯器に❷の黒豆を加えて炊く。
炊き上がったら、飯台やボウルに移して合わせ酢を
掛け、うちわであおぎながら、しゃもじで切るよう
に混ぜ合わせる。器に盛り、青み(今回はゆでたサ
ヤエンドウ）を散らして出来上がり。

❶
❷

❹
❸

　
　

豆
は
、
大
豆
の
一
種

で
、「
畑
の
肉
」と
言
わ
れ

る
普
通
の
大
豆
と
同
様
、

植
物
性
食
品
の
中
で
は
、

た
ん
ぱ
く
質
が
豊
富
な
ほ

か
、大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
、

大
豆
オ
リ
ゴ
糖
な
ど
、
近

年
注
目
さ
れ
て
い
る
機
能

性
成
分
も
多
く
の
種
類
が

含
ま
れ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。

　

機
能
性
成
分
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
健
康
維
持
に

役
立
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
特
定
の
成
分
ば
か

り
多
量
に
摂
取
す
る
と
、

下
痢
や
貧
血
な
ど
を
起
こ

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
サ

プ
リ
メ
ン
ト
や
い
わ
ゆ
る

健
康
食
品
な
ど
で
、
集
中

的
に
補
う
よ
り
も
、
普
通

の
食
材
か
ら
摂
取
す
る
方

が
、
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル

の
心
配
も
な
く
、
成
分
同

士
の
相
互
作
用
に
よ
る
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

黒
豆
の
皮
に
含
ま
れ
る

ア
ン
ト
シ
ア
ン
系
色
素

は
、
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
の

よ
う
に
、
酸
性
・
ア
ル
カ

リ
性
で
そ
の
色
を
変
え
る

性
質
が
あ
り
ま
す
。
仕
上

げ
の
合
わ
せ
酢
を
加
え
る

と
色
の
変
化
が
楽
し
め
る

の
で
、
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
作
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

（
撮
影
協
力　

み
ど
り
市

食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
） 黒

（１人分 156キロカロリー）（１人

３歳未満（受付時
点）のお子さん
の写真を募集し
ています。お子さ
んの笑顔を広報
紙面に掲載して
みませんか。お子
さんの氏名（ふり
がな）、年齢（○
歳○カ月）、住所、
電話番号、保護
者氏名、コメント
(40字以内)を明
記し、お子さんの
写真を添えて秘
書課広報広聴係
（笠懸庁舎）へ

写 真 募 集

１歳になりました。
お兄ちゃんとお姉ち
ゃんが大好きです！

今泉 香菜
1歳

いまいずみ　かな

遠藤 暖佳
１歳11カ月

　えんどう   はるか

舘内　涼
２歳７カ月

たてうち　  りょう

市川 未琉
２歳６カ月

　いちかわ　  みる

歩くことと食べること
が大好きなはるちゃん
です。健やかに育って
ね。

２人のお兄ちゃんが大
好きで一緒におてんば
しています。３人仲良
く元気に大きくね。

いろいろなお話をして
くれる元気いっぱいな
男の子。お兄ちゃんの
ことが大好きなんだぁ

大
ば
良

笑笑顔で笑顔でで

て
な
の

歩く
が大
ででです
ね。ねね。ね


